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　市のシンボルとも言える鳥海山。赤、オ

レンジ、黄色…山々が燃えるように染め上

げられるこの季節、日本の滝百選「法体の

滝」を訪れた人たちは、豪快な流れとしっ

とりと色づいた紅葉を楽しみました。自然

はいつも温かく私たちを包み込んでくれま

す。四季折々に美しい自然を大切に―。

　
大
飢
饉
の
頃
の
救
荒
食
物
や
矢
島
藩
の

武
士
た
ち
が
兵
糧
攻
め
に
備
え
て
作
っ
た

と
さ
れ
る
説
も
あ
る
松
皮
餅
。 

　
鳥
海
地
域
長
坂
の
「
松
皮
も
ち
の
会
」

（
村
上
明
子
代
表
／
六
十
七
歳
）
が
長
年
継

承
し
て
き
た
製
法
で
作
っ
た
松
皮
餅
は
、

素
朴
な
手
作
り
の
味
が
好
評
で
す
。
松
皮

で
き
れ
い
な
赤
紫
色
に
染
ま
っ
た
松
皮
餅

を
作
り
な
が
ら
、「
伝
統
の
技
を
受
け
継
ぐ

若
い
人
た
ち
が
少
な
く
、
松
皮
を
手
間
を

か
け
て
加
工
す
る
作
業
も
な
か
な
か
大
変

で
す
」
と
話
し
な
が
ら
、
静
か
な
ブ
ー
ム

の
伝
統
の
味
に
心
を
込
め
て
い
ま
し
た
。 
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主な内容 

決まりました 市の花・木・鳥 ………… 
　　　　　　　　　 　　…………… 
合併特別功労者15人を顕彰 ………… 
 
 

②

③

④

……………… ⑥～⑯
「秋田由利牛の産地づくり」を考える 
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「秋田由利牛の産地づくり」を考える 

き
き
ん 

こ
ろ 

も
ち 

「由利本荘市歌」が完成 「由利本荘市歌」が完成 
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「
市
の
花
、
木
、
鳥
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
七
月
十
八
日
か
ら
八

月
十
八
日
ま
で
の
募
集
と
、
九
月

十
九
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
投

票
に
、
延
べ
千
六
百
七
十
四
人
の

皆
さ
ん
か
ら
応
募
・
投
票
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

　
「
市
の
花
、
木
、
鳥
企
画
委
員

会
」
の
選
考
を
経
て
、
応
募
数
上

位
を
基
本
に
、
各
三
点
に
絞
り
込

み
、
こ
れ
に
対
す
る
投
票
結
果
を

尊
重
し
な
が
ら
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
定
。

そ
れ
ぞ
れ
「
さ
く
ら
」「
ケ
ヤ
キ
」

「
キ
ジ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。�

▽
市
の
花
・
大
賞
／
齋
藤
隆
明
さ

ん（
西
目
）、
準
大
賞
／
柴
田
有
未

さ
ん（
鳥
海
）、
佐
々
木
み
ど
り
さ

ん
（
本
荘
）
▽
市
の
木
・
大
賞
／

佐
々
木
敏
さ
ん（
本
荘
）、
準
大
賞

／
石
川
香
苗
さ
ん（
本
荘
）、
大
友

夏
那
さ
ん（
岩
城
）▽
市
の
鳥
・
大

賞
／
佐
藤
真
喜
子
さ
ん（
本
荘
）、

準
大
賞
／
保
科
兼
治
さ
ん
（
本

荘
）、
黒
木
タ
カ
子
さ
ん（
本
荘
）�

　 

※
こ
の
ほ
か
に
入
賞
さ
れ
た
皆
さ

　 

ん
十
五
人
の
発
表
は
、
賞
品
の
発

　 

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

　 

き
ま
す
。�

�

決
ま
り
ま
し
た
　 

市
の
花
・
木
・
鳥�

！�

「さくら」�
「ケヤキ」�
「キ　ジ」�

　
代
表
的
な
広
葉
樹
で
あ
り
山
地
に
自
生
す
る
が
、
昔
か
ら
人
気
の
防

風
林
と
し
て
植
え
ら
れ
、
神
社
、
仏
閣
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
な
ど
で
な

じ
み
が
深
い
。
材
は
堅
く
、
木
目
も
美
し
く
磨
け
ば
き
れ
い
な
光
沢
が

生
じ
、
湿
気
に
も
よ
く
耐
え
る
。
枝
は
大
き
く
四
方
に
広
が
り
、
根
が

大
地
に
し
っ
か
り
と
張
り
付
く
姿
は
逞
し
く
力
強
く
、
無
限
の
発
展
を

感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
市
発
展
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。�

　山に山桜、東由利に黄桜、本荘公園をはじめ、各学校
地内や通学路などで身近に感じることができ、芋川は桜
づつみとして近く桜のトンネルが新しい名所となる。　
　長い冬の寒さに耐え、待ちに待った暖かく明るい春を
象徴しており、こぼれるほどに咲き誇る花と清らかな香
りは人々を和ませる。�

　日本の固有種で、国鳥に�
選定されている。農耕地、
河川敷、草原などに広く生
息しており、美しい容姿と
夫婦親子の強い愛情が、平
和の原点を感じさせる。�

投
　
票
　
結
　
果
（
票
）�

ゆ　り�
菖　蒲�
さくら

492�
139�
896

　松�
ブ　ナ�
ケヤキ

230�
402�
891

ウグイス�
キ　ジ�
ハ　ト�

259�
1,121�
140

木�

花�

鳥�

谷
川
先
生
親
子
作
詞
作
曲
に
よ
る�

「
由
利
本
荘
市
歌
」
が
完
成�

　
今
年
三
月
に
設
置
さ
れ
た
「
由

利
本
荘
市
歌
企
画
委
員
会
」
で
の

協
議
を
経
て
、
作
詞
・
谷
川
俊
太

郎
氏
、
作
曲
・
谷
川
賢
作
氏
親
子

に
制
作
を
依
頼
し
て
お
り
ま
し
た

由
利
本
荘
市
歌
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。�

　
市
歌
の
発
表
は
十
一
月
七
日

（
火
）
午
後
二
時
か
ら
、
本
荘
文

化
会
館
で
由
利
本
荘
市
功
労
者
顕

彰
式
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
す
。
多

数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　�

　
ま
た
、
希
望
者
に
対
し
て
年
度

内
に
頒
布
で
き
る
よ
う
Ｃ
Ｄ
制
作

を
行
う
予
定
で
す
。�

時
に
添
い
歴
史
つ
ら
ぬ
き

里
を
う
る
お
し
人
を
む
す
ん
で

子
吉
川
　
海
へ
と
向
か
う
水
の
道

そ
の
海
は
せ
め
ぎ
あ
う
世
界
へ
ひ
ら
く

先
人
の
知
恵
に
学
ん
で
今
日
を
生
き
る

ふ
る
さ
と
の
四
季
お
り
お
り
に

花
は
ほ
ほ
え
み
風
は
薫
�
て

鳥
海
の
　
山
き
よ
ら
か
に
裾
を
ひ
き

頂
は
め
く
る
め
く
宇
宙
に
つ
づ
く

子
ど
も
ら
と
と
も
に
夢
見
て
明
日
を
創
る

由
利
本
荘
市
歌

「市歌発表会」を開催�

１１月７日（火）�

1960年　東京生まれ�
1986年　市川崑監督の全作品の音楽担当�
1988／95／97年�
　　　　日本アカデミー賞優秀音楽賞受賞�
1995年　アジア大平洋映画祭優秀音楽賞受賞�
2000年　「その時歴史が動いた」�
　　　　　番組テーマ曲制作�

谷川賢作 氏（ピアニスト／作・編曲家）�
1931年　東京生まれ�
詩　集　二十億光年の孤独�
　　　　日々の地図（読売文学賞受賞）�
　　　　みみをすます�
　　　　モーツァルトを聴く人　　　　ほか�
訳詩集　マザーグースのうた（日本翻訳文化賞受賞）�
「月火水木金土日の歌」でレコード大賞作詞賞受賞�

谷川俊太郎 氏（詩人）�

か
お

つ
く

い
た
だ
き

ち
�
う
か
い



５

　昭和５５年から平成１４年まで旧鳥海
（村）町議会議員、平成８年には副議
長、平成１２年には議長に就任。平成
１４年から合併に至るまで鳥海町長と
して地方自治の発展に寄与され、一
市七町合併協議会では副会長として
由利本荘市誕生に尽力。現在は鳥海
地域自治区長を務められております。

佐　
藤　
源　
一　
氏

（　

歳
・
鳥
海
地
域
）

５９

　昭和５８年から旧本荘市議会議員。
以降、産業経済委員会委員長、議会
運営委員会委員長などを歴任され、
平成１１年から合併に至るまで本荘市
議会議長。合併の在任特例による由
利本荘市議会議員として通算２２年に
わたり地方自治の発展に尽力。現在
は由利本荘市監査委員を務められて
おります。

斉　
藤　
好　
三　
氏

（　

歳
・
本
荘
地
域
）

５９

　昭和５４年から合併に至るまで旧矢
島町議会議員。その間、議会運営委
員会委員長、副議長などの要職を歴
任され、平成１５年には矢島町議会議
長に就任。合併の在任特例により由
利本荘市議会議員ととして通算２６年
にわたり議員として在職され、地方
自治の発展に尽力されました。

大　
場　
重　
夫　
氏

（　

歳
・
矢
島
地
域
）

７２

　昭和４７年から旧岩城町議会議員。
議会運営委員会委員長、総務財政委
員会委員長などを歴任され、昭和６３
年から合併に至るまで岩城町議会議
長、平成７年には由利郡町村議会議
長会長。合併の在任特例により由利
本荘市議会議員となり、総務常任委員
長を務められるなど、通算３３年にわた
り地方自治の発展に尽力されました。

阿　
部　
一　
雄　
氏

（　

歳
・
岩
城
地
域
）

６８

　昭和６２年から合併に至るまで旧由
利町議会議員。産業建設常任委員会
委員長などを歴任され、平成１１年か
ら合併に至るまで由利町議会議長。
合併の在任特例により由利本荘市議
会議員となり、初代副議長に就任さ
れ、現在は市議会運営委員会委員長
を務められ、地方自治と地域の発展
に尽力されております。

村　
上　　
　
亨　
氏

（　

歳
・
由
利
地
域
）

５３

　平成元年から合併に至るまで旧大
内町議会議員。その間、産業建設委
員会委員長、副議長などの要職を歴
任され、平成１３年から合併に至るま
で大内町議会議長。合併の在任特例
により由利本荘市議会議員となり、
建設常任委員会委員長を務められ、
通算１６年にわたり地方自治の発展に
尽力されました。

成　
田　
正　
雄　
氏

（　

歳
・
大
内
地
域
）

７１

　昭和５９年から旧東由利町議会議員。
その間、拠点施設整備推進特別委員
会委員長、総務委員会委員長などを
歴任され、平成１２年から合併に至る
までは東由利町議会議長。合併の在
任特例により由利本荘市議会議員と
なり、通算１７年にわたり議員として
在職され、地方自治の発展に尽力さ
れました。

遠　
藤　
忠　
平　
氏

（　

歳
・
東
由
利
地
域
）

５９

　昭和５８年から旧西目町議会議員。
平成７年から合併に至るまで西目町
議会議長。この間、平成１２年には由
利郡町村議会議長会長、平成１６年に
は秋田県町村議会議長会長を歴任。
合併の在任特例により由利本荘市議
会議員となり、由利本荘市初代議長
に就任されるなど、通算２３年にわた
り地方自治の発展に尽力されました。

齋　
藤　
栄　
一　
氏

（　

歳
・
西
目
地
域
）

６６

　昭和６３年から合併に至るまで旧鳥

海町議会議員。その間、総務常任委

員会委員長、副議長などを歴任され、

平成１６年から合併に至るまで鳥海町

議会議長。合併の在任特例により由

利本荘市議会議員となり、通算１７年

にわたり議員として在職され、地方

自治の発展に尽力されました。

藤　
原　
友　
一　
氏

（　

歳
・
鳥
海
地
域
）

６３
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の�

た�
た�
え�､�

を�

長�
年�

功�
績�

15
人�

顕�
彰�

長�
年�

功�
績�

15
人�

顕�
彰�

長�

市
で
は
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
を
功
労
者
と
し
て

　

市
で
は
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
を
功
労
者
と
し
て

顕
彰
す
る
こ
と
と
な
り
、
選
考
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
今
年
は
十
五
人
の

彰
す
る
こ
と
と
な
り
、
選
考
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
今
年
は
十
五
人
の

方
々
方
々
を
合
併
特
別
功
労
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

を
合
併
特
別
功
労
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

晴
れ
の
顕
彰
式
は
十
一
月
七
日

　

晴
れ
の
顕
彰
式
は
十
一
月
七
日　

午
後
二
時
か
ら
、
本
荘
文
化
会
館
で

午
後
二
時
か
ら
、
本
荘
文
化
会
館
で

（火）

市
歌
お
よ
び
市
の
花
・
木
・
鳥
の
発
表
会
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
す
。

市
歌
お
よ
び
市
の
花
・
木
・
鳥
の
発
表
会
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
す
。

多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

● ● ● ● ● ● ●

　昭和５６年から旧西目町農業協同組
合長理事。以降、西目町農業委員会
会長などの要職を歴任され、平成６
年から西目町長として合併に至るま
で地域の発展に尽力。一市七町合併
に際しては、合併と同時に由利本荘
市長職務執行者に選任され、由利本
荘市発足時の市政安定と基盤の確立
に精励されました。

三　
浦　
孝　
郎　
氏

（　

歳
・
西
目
地
域
）

７３

　昭和３７年から平成４年まで旧由利
町総務課長などを歴任され、同年か
ら平成１１年までは収入役、その年か
ら合併時まで由利町長として地方自
治発展に尽力。一市七町合併協議会
では副会長として由利本荘市誕生に
大きく貢献され、現在は由利地域自
治区長を務められております。

阿　
部　　
　
満　
氏

（　

歳
・
由
利
地
域
）

６３

　昭和４７年から昭和５０年まで旧東由
利（村）町議会議員。その間、農業
委員などの要職を歴任し、平成３年
から東由利町長として合併に至るま
で地域の発展に尽力。一市七町合併
協議会では、副会長として管内全域
の均衡ある事業推進を提唱するとと
もに、円滑な協議会運営に尽力され
ました。

阿　
部　
幸　
悦　
氏

（　

歳
・
東
由
利
地
域
）

６５

　昭和６２年から平成１１年まで旧岩城
町議会議員、平成４年からは産業建
設常任委員長。平成１１年から合併時
まで岩城町長に就任され、一市七町
合併協議会では、副会長として会長
の補佐役を務めながら、円滑な協議
会運営に尽力されました。現在は市
議会議員を務められております。

加　
藤　
鉱　
一　
氏

（　

歳
・
岩
城
地
域
）

５８

　昭和５４年から平成８年まで旧矢島
町議会議員。この間、平成３年から
平成７年まで町議会副議長。平成８
年から合併に至るまで矢島町長とし
て地方自治の発展に尽力されるとと
もに、一市七町合併協議会では副会
長として円滑な協議会運営に尽力さ
れました。

佐　
藤　
清　
圓　
氏

（　

歳
・
矢
島
地
域
）

７３

　昭和３３年から昭和５８年まで旧大内
（村）町産業課長などを歴任。昭和
６２年から１７年以上にわたり大内町長
として尽力され、平成１１年から由利
郡町村会長、平成１５年から秋田県町
村会副会長。一市七町合併協議会で
は会長職務代理者（副会長）として、
由利本荘市誕生に貢献され、現在は
市企業管理者を務められております。

佐
々
木　
秀　
綱　
氏

（　

歳
・
大
内
地
域
）

７０
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全
国
に
二
百
以
上
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
銘
柄
牛
と
の

　
全
国
に
二
百
以
上
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
銘
柄
牛
と
の

産
地
間
競
争
や
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
に
代
表
さ
れ

産
地
間
競
争
や
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
に
代
表
さ
れ

る
、
安
価
な
輸
入
牛
肉
と
の
競
合
な
ど
、
地
元
産
和
牛

る
、
安
価
な
輸
入
牛
肉
と
の
競
合
な
ど
、
地
元
産
和
牛

は
依
然
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す

は
依
然
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
畜
産
は
コ
メ
、
野
菜
に
次
ぐ
市
の
基
幹
作

　
し
か
し
、
畜
産
は
コ
メ
、
野
菜
に
次
ぐ
市
の
基
幹
作

目
と
し
て
、
鳥
海
山
麓
と
出
羽
丘
陵
に
広
が
る
豊
か
な

目
と
し
て
、
鳥
海
山
麓
と
出
羽
丘
陵
に
広
が
る
豊
か
な

土
地
と
水
資
源
を
も
と
に
、
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
営

土
地
と
水
資
源
を
も
と
に
、
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
営

ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
主
要
な
産
業
で
す

ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
主
要
な
産
業
で
す
。�

　
特
に
黒
毛
和
種
の
肉
用
牛
は
、
畜
産
農
家
の
丹
精
込

　
特
に
黒
毛
和
種
の
肉
用
牛
は
、
畜
産
農
家
の
丹
精
込

め
た
飼
育
と
肉
質
改
良
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、
有
名
百

め
た
飼
育
と
肉
質
改
良
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、
有
名
百

貨
店
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
の
実
績
が
あ
り
ま

貨
店
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
今
、
「
秋
田
由
利
牛
」
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

す
。
そ
し
て
今
、
「
秋
田
由
利
牛
」
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
、
産
地
化
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で

化
、
産
地
化
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す

い
ま
す
。�

　
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
「
秋
田
由
利
牛
の
産
地

　
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
「
秋
田
由
利
牛
の
産
地

づ
く
り
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

づ
く
り
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
全
国
に
二
百
以
上
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
銘
柄
牛
と
の

産
地
間
競
争
や
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
に
代
表
さ
れ

る
、
安
価
な
輸
入
牛
肉
と
の
競
合
な
ど
、
地
元
産
和
牛

は
依
然
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
畜
産
は
コ
メ
、
野
菜
に
次
ぐ
市
の
基
幹
作

目
と
し
て
、
鳥
海
山
麓
と
出
羽
丘
陵
に
広
が
る
豊
か
な

土
地
と
水
資
源
を
も
と
に
、
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
営

ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
主
要
な
産
業
で
す
。�

　
特
に
黒
毛
和
種
の
肉
用
牛
は
、
畜
産
農
家
の
丹
精
込

め
た
飼
育
と
肉
質
改
良
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、
有
名
百

貨
店
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
今
、
「
秋
田
由
利
牛
」
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
、
産
地
化
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。�

　
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
「
秋
田
由
利
牛
の
産
地

づ
く
り
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。�

ブ
ラ
ン
ド
に

ブ
ラ
ン
ド
に�

地
域
で
育
て
、
全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
に�

　
秋
田
県
が
掲
げ
る
農
業
生
産
構
造�

の
改
革
。
畜
産
部
門
で
は
肉
用
牛
の�

増
頭
が
柱
で
す
。�

　
優
れ
た
資
質
を
持
つ
子
牛
の
繁
殖�

に
実
績
の
あ
る
こ
の
地
域
が
、
悲
願�

で
あ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
確
立
す�

る
た
め
に
は
―
―
。�

ブランド確立へ�
地域の力を結集�

あ
き
た
ゆ
り
ぎ
ゅ
う�

柔らかな日差しを受けながら――（ゆり高原ふれあい農場で）�
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本
市
と
に
か
ほ
市
か
ら
な
る
本
荘
由
利

　
本
市
と
に
か
ほ
市
か
ら
な
る
本
荘
由
利

地
域
は
、
年
間
約
二
千
二
百
頭
の
黒
毛
和

地
域
は
、
年
間
約
二
千
二
百
頭
の
黒
毛
和

種
の
子
牛
を
出
荷
。
畜
産
の
農
業
産
出
額

種
の
子
牛
を
出
荷
。
畜
産
の
農
業
産
出
額

は
約
二
十
三
億
円
で
、
農
業
全
体
の
一
割

は
約
二
十
三
億
円
で
、
農
業
全
体
の
一
割

強
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
肉
用

強
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
肉
用

牛
に
か
か
る
本
市
の
産
出
額
は
十
二
億
円

牛
に
か
か
る
本
市
の
産
出
額
は
十
二
億
円
。

ち
な
み
に
コ
メ
は
百
億
円
強
、
野
菜
は
十

ち
な
み
に
コ
メ
は
百
億
円
強
、
野
菜
は
十

七
億
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す

七
億
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
内
で
は
お
よ
そ
四
千
九
百
頭
の
肉
用

　
市
内
で
は
お
よ
そ
四
千
九
百
頭
の
肉
用

牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
う
ち
、
二

牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
う
ち
、
二

千
五
百
四
十
頭
が
子
取
り
を
目
的
と
し
た

千
五
百
四
十
頭
が
子
取
り
を
目
的
と
し
た

繁
殖
牛
で
す

繁
殖
牛
で
す
。�

　
し
か
し
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
子
牛
で
も

　
し
か
し
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
子
牛
で
も
、

別
の
土
地
で
一
定
の
期
間
育
て
ら
れ
れ
ば

別
の
土
地
で
一
定
の
期
間
育
て
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
銘
柄
牛
と
し
て
売
り
出
さ
れ

そ
の
土
地
の
銘
柄
牛
と
し
て
売
り
出
さ
れ

る
と
い
う
事
情
な
ど
も
あ
り
、
本
荘
由
利

る
と
い
う
事
情
な
ど
も
あ
り
、
本
荘
由
利

で
は
産
地
を
冠
し
た
銘
柄
や
産
地
づ
く
り

で
は
産
地
を
冠
し
た
銘
柄
や
産
地
づ
く
り

を
前
面
に
打
ち
出
す
に
は
難
し
い
状
況
で

を
前
面
に
打
ち
出
す
に
は
難
し
い
状
況
で

し
た
し
た
。�

　
優
れ
た
子
牛
が
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
産

　
優
れ
た
子
牛
が
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
産

地
化
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
―

地
化
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
―
―
。
こ
の

―
。
こ
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
生
ま
れ
た

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
生
ま
れ
た

子
牛
を
地
元
の
中
で
育
て
る
以
外
に
あ
り

子
牛
を
地
元
の
中
で
育
て
る
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん

ま
せ
ん
。�

　
折
し
も
県
で
は
農
業
生
産
構
造
の
改
革

　
折
し
も
県
で
は
農
業
生
産
構
造
の
改
革

を
掲
げ
、
肉
用
牛
の
生
産
性
向
上
を
図
る

を
掲
げ
、
肉
用
牛
の
生
産
性
向
上
を
図
る

た
め
の
事
業
を
開
始
。
県
由
利
地
域
振
興

た
め
の
事
業
を
開
始
。
県
由
利
地
域
振
興

局
で
も
「
秋
田
由
利
牛
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

局
で
も
「
秋
田
由
利
牛
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
が
始
動
し
、
平
成
二
十
年
度

ト
チ
ー
ム
」
が
始
動
し
、
平
成
二
十
年
度

ま
で
に
、
本
荘
由
利
地
域
内
の
頭
数
を
倍

ま
で
に
、
本
荘
由
利
地
域
内
の
頭
数
を
倍

増
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
地
域
ブ
ラ
ン

増
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
た
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
ま
し
た

ド
化
に
向
け
た
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
ま
し
た
。�

����

こ
う
し
た
流
れ
を
足
が
か
り
と
し
て
市
で

こ
う
し
た
流
れ
を
足
が
か
り
と
し
て
市
で

は
、
全
国
の
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
ち

は
、
全
国
の
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
ち
、

優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
肉
用
牛
の
主
産
地
と
し

優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
肉
用
牛
の
主
産
地
と
し

て
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
、
に
か
ほ
市

て
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
、
に
か
ほ
市

と
と
も
に
二
月
十
日
、
「
秋
田
由
利
牛
振

と
と
も
に
二
月
十
日
、
「
秋
田
由
利
牛
振

興
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た

興
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
食
肉
用
と
し
て
の
知
名
度
も
そ

　
こ
れ
は
食
肉
用
と
し
て
の
知
名
度
も
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
い
現
状
な
ど
を
踏
ま
え

れ
ほ
ど
高
く
な
い
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
、

市
場
・
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
消
費
地

市
場
・
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
消
費
地

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
高
品
質
な
牛
肉
生
産
の

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
高
品
質
な
牛
肉
生
産
の

た
め
の
農
家
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
旧
市

た
め
の
農
家
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
旧
市

町
で
独
自
に
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
結

町
で
独
自
に
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
結

集
し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

集
し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
協
議
会
は
二
市
と
秋
田
し
ん
せ
い

　
こ
の
協
議
会
は
二
市
と
秋
田
し
ん
せ
い

農
業
協
同
組
合
、
市
商
工
会
、
食
肉
流
通

農
業
協
同
組
合
、
市
商
工
会
、
食
肉
流
通

公
社
、
県
由
利
地
域
振
興
局
な
ど
で
構
成

公
社
、
県
由
利
地
域
振
興
局
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
長
年
の
悲
願
と
も
言
え
る
「
秋
田

さ
れ
、
長
年
の
悲
願
と
も
言
え
る
「
秋
田

由
利
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
Ｐ

由
利
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
Ｐ

Ｒ
活
動
や
情
報
交
換
会
、
取
扱
店
へ
の
看

Ｒ
活
動
や
情
報
交
換
会
、
取
扱
店
へ
の
看

板
や
の
ぼ
り
の
設
置
な
ど
、
地
域
一
丸
と

板
や
の
ぼ
り
の
設
置
な
ど
、
地
域
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。�

����

　
「
秋
田
由
利
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

　
「
秋
田
由
利
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
、
追
い
風
と
な
っ
た
の
は
、
本
年
四
月

け
、
追
い
風
と
な
っ
た
の
は
、
本
年
四
月

か
ら
地
域
団
体
商
標
登
録
制
度
が
導
入
さ

か
ら
地
域
団
体
商
標
登
録
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
。
こ
の
制
度
は
、
地
名
と
商
品

れ
た
こ
と
。
こ
の
制
度
は
、
地
名
と
商
品

名
と
を
組
み
合
わ
せ
た
商
標
が
よ
り
早
い

名
と
を
組
み
合
わ
せ
た
商
標
が
よ
り
早
い

段
階
で
登
録
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

段
階
で
登
録
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
資
す

こ
と
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
振
興
協
議
会
で
は
七
月
二
十
四
日
、
特

　
振
興
協
議
会
で
は
七
月
二
十
四
日
、
特

許
庁
に
対
し
、
「
秋
田
県
由
利
本
荘
産
の

許
庁
に
対
し
、
「
秋
田
県
由
利
本
荘
産
の

牛
肉
、
牛
肉
製
品
」
に
か
か
る
地
域
団
体

牛
肉
、
牛
肉
製
品
」
に
か
か
る
地
域
団
体

商
標
登
録
の
出
願
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

商
標
登
録
の
出
願
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

認
可
は
早
く
て
六
カ
月
後
と
い
う
こ
と
で

認
可
は
早
く
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標
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、
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標
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っ
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、
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も
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せ
ん
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」
銘
柄
の
定
義
と
し
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「
秋
田
由
利
牛
」
銘
柄
の
定
義
と
し
て

は
、
①
由
利
牛
肥
育
部
会
員
の
飼
育
に
よ

は
、
①
由
利
牛
肥
育
部
会
員
の
飼
育
に
よ

る
黒
毛
和
種
で
あ
る
こ
と
、
②
広
域
由
利

る
黒
毛
和
種
で
あ
る
こ
と
、
②
広
域
由
利

家
畜
市
場
産
の
子
牛
を
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牛
と
す
る
こ
と

家
畜
市
場
産
の
子
牛
を
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牛
と
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る
こ
と

が
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、
③
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間
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お
お
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ら
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ら
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、
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題

を
「
肥
育
農
家
が
少
な
い
こ
と
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を
「
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農
家
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
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術
的
な
遅
れ
と
、
素
牛
や
牛
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な
ど
の
大

術
的
な
遅
れ
と
、
素
牛
や
牛
舎
な
ど
の
大

き
な
初
期
投
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、
価
格
変
動
な
ど
の
リ
ス

き
な
初
期
投
資
、
価
格
変
動
な
ど
の
リ
ス

ク
」
と
し
、
肥
育
農
家
戸
数
・
肥
育
頭
数

ク
」
と
し
、
肥
育
農
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戸
数
・
肥
育
頭
数

の
倍
増
を
掲
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ま
す

の
倍
増
を
掲
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ま
す
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り
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し
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り
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す
が
、
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り
返
し
に
な
り
ま
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が
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流
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流
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て
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、
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あ
る
成
牛
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販
売
し
て
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こ

価
値
あ
る
成
牛
と
し
て
販
売
し
て
い
く
こ

と
、
す
な
わ
ち
産
地
化
が
ブ
ラ
ン
ド
化
の

と
、
す
な
わ
ち
産
地
化
が
ブ
ラ
ン
ド
化
の

基
盤
と
な
り
ま
す
。
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で

基
盤
と
な
り
ま
す
。
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で

の
一
貫
し
た
生
産
体
制
の
確
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を
め
ざ
し

の
一
貫
し
た
生
産
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
動
き
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し
ま
し
た
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一
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と
な
っ
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動
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本
市
と
に
か
ほ
市
か
ら
な
る
本
荘
由
利

地
域
は
、
年
間
約
二
千
二
百
頭
の
黒
毛
和

種
の
子
牛
を
出
荷
。
畜
産
の
農
業
産
出
額

は
約
二
十
三
億
円
で
、
農
業
全
体
の
一
割

強
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
肉
用

牛
に
か
か
る
本
市
の
産
出
額
は
十
二
億
円
。

ち
な
み
に
コ
メ
は
百
億
円
強
、
野
菜
は
十

七
億
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
内
で
は
お
よ
そ
四
千
九
百
頭
の
肉
用

牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
う
ち
、
二

千
五
百
四
十
頭
が
子
取
り
を
目
的
と
し
た

繁
殖
牛
で
す
。�

　
し
か
し
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
子
牛
で
も
、

別
の
土
地
で
一
定
の
期
間
育
て
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
銘
柄
牛
と
し
て
売
り
出
さ
れ

る
と
い
う
事
情
な
ど
も
あ
り
、
本
荘
由
利

で
は
産
地
を
冠
し
た
銘
柄
や
産
地
づ
く
り

を
前
面
に
打
ち
出
す
に
は
難
し
い
状
況
で

し
た
。�

　
優
れ
た
子
牛
が
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
産

地
化
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
―
―
。
こ
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
生
ま
れ
た

子
牛
を
地
元
の
中
で
育
て
る
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
。�

　
折
し
も
県
で
は
農
業
生
産
構
造
の
改
革

を
掲
げ
、
肉
用
牛
の
生
産
性
向
上
を
図
る

た
め
の
事
業
を
開
始
。
県
由
利
地
域
振
興

局
で
も
「
秋
田
由
利
牛
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
が
始
動
し
、
平
成
二
十
年
度

ま
で
に
、
本
荘
由
利
地
域
内
の
頭
数
を
倍

増
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
た
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
ま
し
た
。�
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こ
う
し
た
流
れ
を
足
が
か
り
と
し
て
市
で

は
、
全
国
の
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
ち
、

優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
肉
用
牛
の
主
産
地
と
し

て
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
、
に
か
ほ
市

と
と
も
に
二
月
十
日
、
「
秋
田
由
利
牛
振

興
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
食
肉
用
と
し
て
の
知
名
度
も
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
い
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
、

市
場
・
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
消
費
地

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
高
品
質
な
牛
肉
生
産
の

た
め
の
農
家
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
旧
市

町
で
独
自
に
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
結

集
し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
協
議
会
は
二
市
と
秋
田
し
ん
せ
い

農
業
協
同
組
合
、
市
商
工
会
、
食
肉
流
通

公
社
、
県
由
利
地
域
振
興
局
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
長
年
の
悲
願
と
も
言
え
る
「
秋
田

由
利
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
Ｐ

Ｒ
活
動
や
情
報
交
換
会
、
取
扱
店
へ
の
看

板
や
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ぼ
り
の
設
置
な
ど
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地
域
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な
っ
た
取
り
組
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て
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ま
す
。�
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、
追
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。
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国
道
一
○
五
号
沿
い
の
農
地
に
、
こ
の

ほ
ど
新
し
く
三
棟
の
畜
舎
を
構
え
た
菊
地

秀
和
さ
ん
。
父
親
の
完
治
さ
ん
が
繁
殖
と

肥
育
を
営
む
農
場
の
隣
で
、
肉
用
牛
の
肥

育
の
規
模
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
大
手
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
の
製
造
会
社

に
勤
務
し
て
い
た
秀
和
さ
ん
。
会
社
員
か

ら
の
転
身
に
不
安
は
な
か
っ
た
か
を
尋
ね

る
と
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
続
け
る
よ
り
、

自
分
で
事
業
を
興
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

他
人
の
や
っ
て
い
な
い
仕
事
で
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
と
。
繁
殖
よ

り
も
肥
育
を
し
て
、
最
終
的
に
自
分
の
手

で
育
て
た
牛
を
格
安
で
地
域
の
皆
さ
ん
に

食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
の
が
、
夢
で

す
ね
」
と
き
っ
ぱ
り
。�

　
「
父
と
は
別
に
、
こ
の
畜
舎
で
百
八
十

〜
二
百
頭
の
肥
育
牛
を
飼
う
予
定
で
す
。

県
の
新
規
就
農
研
修
で
、
秋
田
市
の
高
橋

長
寿
さ
ん
の
農
場
に
お
世
話
に
な
り
、
百�

二
十
頭
あ
ま
り
を
奥
さ
ん
と
三
人
で
扱
い

ま
し
た
。
き
つ
か
っ
た
ス
」
。�

　
畜
産
研
修
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
親
方

の
高
橋
さ
ん
も
自
ら
商
標
登
録
し
、
実
際

に
移
動
販
売
ま
で
手
が
け
、
ス
ー
パ
ー
よ

り
も
安
く
肉
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
の
を
見
て
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
何
事
も
自
分
の
努

力
次
第
で
決
ま
る
し
、
怠
け
れ
ば
怠
け
た�

分
、
丁
寧
に
や
れ
ば
丁
寧
に
や
っ
た
分
、

自
分
に
返
っ
て
く
る
ス
か
ら
。
自
分
の
頑

張
り
次
第
で
結
果
が
付
い
て
く
る
と
言
う

か
」
と
、
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に

語
り
ま
す
。�

　
肥
育
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
こ
の
先
を

見
つ
め
「
や
っ
ぱ
り
大
変
だ
と
思
う
ス
よ
。

そ
れ
し
か
な
い
で
す
。
た
だ
、
研
修
の
時

も
、
自
分
な
ら
こ
う
や
る
方
が
い
い
と
感

じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
今
の
畜
舎
の

造
り
な
ど
に
自
分
の
考
え
を
取
り
入
れ
ま

し
た
」
と
、
理
想
を
追
求
し
て
い
ま
す
。�

　
秋
田
由
利
牛
の
今
後
を
尋
ね
る
と
「
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
肥
育
に
あ
た
っ
て
は
、

い
く
ら
霜
降
り
、
サ
シ
が
入
っ
て
い
て
も
、

あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
肉
も
あ
り
ま
す
の

で
、
実
際
に
食
べ
て
お
い
し
い
肉
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
由
利
の
家
畜
市
場
を
例

に
す
れ
ば
、
生
後
九
カ
月
ぐ
ら
い
の
子
牛

を
購
入
し
、
二
十
カ
月
前
後
肥
育
を
し
て

か
ら
出
荷
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
い

し
く
す
る
に
は
、
餌
と
か
血
統
と
か
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
私
は
飼
養
管
理
だ
と

思
い
ま
す
。
要
は
毎
日
の
努
力
だ
ス
な
。

こ
こ
で
繁
殖
し
た
子
牛
を
、
自
分
の
手
を

か
け
て
肥
育
で
き
る
こ
と
は
、
よ
り
理
想

と
す
る
体
質
・
体
積
を
目
指
し
た
飼
養
管

理
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
「
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
大
変
。
や
っ
ぱ

り
、
四
、
五
年
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

日
々
の
努
力
で
頑
張
り
た
い
。
肥
育
は
二

十
カ
月
か
か
る
の
で
、
ま
ず
は
最
初
の
出

荷
を
す
る
ま
で
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
で
す
。�

　
秋
田
由
利
牛
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
お

い
し
い
、
食
味
で
検
査
さ
れ
る
よ
う
な
肉

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
し
、

で
き
れ
ば
日
本
一
の
秋
田
由
利
牛
に
な
っ

て
ほ
し
い
ス
な
。
そ
の
た
め
に
は
や
っ
ぱ

り
食
味
が
重
要
。
私
は
そ
の
点
留
意
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
。�

　
穏
や
か
な
語
り
口
に
固
い
決
意
が
う
か

が
わ
れ
る
秀
和
さ
ん
の
瞳
は
、
夢
に
向
か

っ
て
輝
い
て
い
ま
す
―
―
。�

　
世
帯
主
の
勝
美
さ
ん
と
と
も
に
、
既
存

の
二
棟
ず
つ
の
畜
舎
と
堆
肥
舎
で
約
二
百

頭
の
肉
用
牛
を
肥
育
し
て
き
た
伊
東
慎
一

郎
さ
ん
は
、
こ
の
秋
、
さ
ら
に
新
し
く
畜

舎
と
堆
肥
舎
を
建
築
し
、
規
模
拡
大
を
図

り
ま
し
た
。�

　
「
こ
の
土
地
と
市
や
県
の
増
頭
支
援
制

度
を
き
っ
か
け
に
、
規
模
拡
大
を
決
め
ま

し
た
。
前
々
か
ら
機
会
が
あ
れ
ば
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
し
た
の
で
。�

　
飼
養
に
あ
た
っ
て
は
、
病
気
の
牛
は
い

な
い
か
、
特
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
ど
こ

か
体
調
は
悪
く
な
い
の
か
な
と
、
常
に
目

を
配
っ
て
い
ま
す
」
と
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
結
婚
を
期
に
就
農
し
て
六
年
。
「
父
に

は
本
当
に
最
初
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
二
年
目
に
起
き
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
騒

動
。
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
、
い
つ
回
復

す
る
の
か
と
、
そ
れ
ば
か
り
が
心
配
で
し

た
」
と
当
時
を
顧
み
ま
す
。�

　
「
そ
の
後
は
繁
殖
農
家
の
人
た
ち
が
だ

い
ぶ
や
め
て
し
ま
っ
て
、
子
牛
市
場
に
も

以
前
ほ
ど
の
活
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と
話
し
、
畜
産
農

家
の
減
少
が
話
題
に
上
る
と
、
少
し
寂
し

げ
に
。
現
状
を
概
観
し
「
市
場
動
向
で
は

高
値
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
分
、
子

牛
の
価
格
も
高
く
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
肥

育
の
利
益
は
大
き
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
買
い
付
け
る
子
牛
は
地
元

産
が
七
〜
八
割
を
占
め
ま
す
。
産
地
化
の

た
め
に
も
で
す
ね
」
と
畜
産
振
興
を
強
調
。�

　
秋
田
由
利
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
「
ブ
ラ
ン
ド
化
は
い
い
と
し
て
、
肥
育

の
頭
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
ブ
ラ
ン

ド
化
で
万
事
オ
ー
ケ
ー
と
は
い
か
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
増
頭
す
る
に
は
土
地
や

資
金
も
必
要
で
す
し
、
大
変
で
す
。
新
規

参
入
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
は
あ
り

ま
す
が
」
。
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
ま
す
。�

　
勝
美
さ
ん
は
「
子
牛
の
頭
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
は
、
肥
育
農
家
に
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
で
す
よ
。
肥
育
は
毎
日
の
積

み
重
ね
。
牛
の
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
と
も
に
、
餌
や
糞
尿
の
処
理
を
百
パ

ー
セ
ン
ト
行
わ
な
い
と
。
私
の
経
験
を
伝

え
、
飼
養
管
理
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
牛
飼
い
は
楽
し
く
、

か
つ
冷
静
に
、
そ
し
て
し
っ
か
り
と
」
と

サ
ポ
ー
ト
に
力
を
込
め
ま
し
た
。�

　
新
設
の
畜
舎
で
は
二
百
頭
の
肥
育
を
計

画
。
慎
一
郎
さ
ん
に
今
後
の
抱
負
を
尋
ね

る
と
「
日
本
原
産
の
和
牛
を
末
長
く
守
り

継
ぎ
た
い
。
経
営
な
く
し
て
技
術
は
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
経
営
が
中
心
。

資
質
の
良
い
牛
を
買
っ
て
、
さ
ら
に
良
い

牛
に
育
て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
う
。
こ
の
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
ほ
か
の
こ
と
を
や
り
た
い
な
ど
と
い

う
望
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
育
一
本
で
い

く
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
畜

産
経
営
の
確
立
を
見
据
え
て
い
ま
す
。�

　
「
こ
れ
ま
で
の
肥
育
や
堆
肥
処
理
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
狙

い
と
す
る
、
肉
の
厚
い
牛
、
肉
量
の
取
れ

る
牛
づ
く
り
に
専
念
し
、
励
む
こ
と
が
で

き
ま
す
」
。
そ
う
話
す
慎
一
郎
さ
ん
の
姿

に
は
、
実
績
を
も
と
に
規
模
拡
大
へ
邁
進

す
る
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。�
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「
秋
田
由
利
牛
」
の
産
地
化
を
図�

る
に
あ
た
り
、
肥
育
規
模
の
拡
大
に�

取
り
組
む
農
家
の
存
在
が
な
け
れ
ば�

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。�

　
地
域
一
貫
体
制
の
一
翼
を
担
う
、�

意
欲
に
満
ち
た
人
た
ち
で
す
。�

経
営
規
模
の�

拡
大
に
挑
む�

食
味
重
視
で
、
飼
養
に
努
力

食
味
重
視
で
、
飼
養
に
努
力�

菊
地
菊
地 

秀
和
さ
ん

秀
和
さ
ん（
　
歳
・
中
田
代
）

（
　
歳
・
中
田
代
）�

32

食
味
重
視
で
、
飼
養
に
努
力�

菊
地 

秀
和
さ
ん（
　
歳
・
中
田
代
）�

32

肥
育
ひ
と
筋
、
和
牛
を
守
る

肥
育
ひ
と
筋
、
和
牛
を
守
る�

伊
東
伊
東 

慎
一
郎
さ
ん

慎
一
郎
さ
ん（
　
歳
・
矢
島
町
城
内
）

（
　
歳
・
矢
島
町
城
内
）�

50

肥
育
ひ
と
筋
、
和
牛
を
守
る�

伊
東 

慎
一
郎
さ
ん（
　
歳
・
矢
島
町
城
内
）�

50

ふ
ん�

ま
い�

た
い
　
ひ�

■「秋田由利牛の産地づくり」を考える　　　＊�

家畜改良の促進を目的とする畜産共進会で�
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こ
こ
に
来
て
、「
秋
田
由
利
牛
」は
前
沢

牛
と
か
米
沢
牛
な
ど
、
ほ
か
の
銘
柄
と
比

較
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
産
地
と
比
べ
て
も
肉
質
は
同
等
、
価
格

的
に
も
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
分
、
お
手
頃

だ
と
言
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
「
で
は
、
具

体
的
に
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
。
由
利
牛

の
特
長
は
何
だ
」
と
問
わ
れ
、
私
た
ち
は

鳥
海
山
と
い
う
高
原
で
育
つ
粗
飼
料
と
水
、

環
境
が
ど
こ
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
話

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ど
こ

の
銘
柄
牛
で
も
同
じ
宣
伝
材
料
な
訳
で
す
。�

　
部
会
で
統
一
し
て
い
る
の
は
、
血
液
検

査
で
す
。
月
齢
ご
と
の
健
康
管
理
を
す
る

こ
と
で
、
飼
養
の
マ
イ
ナ
ス
点
が
見
え
て

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
改
善
し
て
い
こ
う

と
。
そ
う
す
れ
ば
、
同
じ
月
齢
、
三
十
カ

月
で
出
荷
す
る
時
に
、
品
質
的
に
も
肉
回

り
も
同
じ
よ
う
な
牛
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
春
先
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。�

　
肉
質
に
関
し

て
は
、
脂
の
溶

け
る
温
度
が
低

け
れ
ば
お
い
し

い
、
い
わ
ゆ
る

「
と
ろ
け
る
食

感
」
に
な
る
と

い
う
指
標
が
あ

り
、
融
点
が
低

く
な
る
よ
う
な

餌
と
し
て
「
あ

き
た
こ
ま
ち
」

を
粉
砕
し
て
、

食
べ
さ
せ
よ
う

と
。
あ
き
た
こ

ま
ち
は
秋
田
県

の
銘
柄
米
。
こ
れ
を
食
べ
さ
せ
、
コ
メ
の

粘
り
が
牛
肉
の
お
い
し
さ
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
秋
の
新
米
か
ら
取
り

組
も
う
と
話
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
焼
き
肉
店
な
ど
で
秋

田
由
利
牛
の
料
理
を
出
し
た
際
、
「
な
ぜ
、

お
い
し
い
の
」
と
聞
か
れ
て
も
、
即
座
に

「
あ
き
た
こ
ま
ち
を
食
べ
て
い
る
か
ら

よ
」
と
説
明
で
き
ま
す
し
。
米
ど
こ
ろ
の

コ
メ
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
説
得
力
が
違
い
ま
す
。�

　
こ
の
地
域
か
ら
の
市
場
へ
の
年
間
出
荷

数
は
三
百
頭
で
、
そ
の
う
ち
秋
田
由
利
牛

と
し
て
は
二
百
頭
を
上
場
。
し
か
し
、
実

際
に
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
売
ら
れ
て
い
る
の

は
百
五
十
〜
百
六
十
頭
で
、
残
り
は
国
産

牛
に
な
っ
て
い
ま
す
。
枝
肉
の
量
と
か
も

あ
り
、
質
が
高
く
て
も
秋
田
由
利
牛
に
な

ら
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
す
。
銘
柄
牛
と

し
て
認
証
さ
れ
る
た
め
に
も
、
今
後
は
年

間
五
百
頭
ぐ
ら
い
の
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。�

　
地
元
で
生
ま
れ
た

子
牛
が
地
元
で
肥
育

さ
れ
、
全
国
に
出
荷

で
き
る
と
い
う
環
境

は
多
く
な
く
、
子
牛

の
産
地
ま
で
同
一
と

い
う
の
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
面
か

ら
言
っ
て
も
、
他
産

地
よ
り
優
位
な
面
が

あ
り
ま
す
。�

　
部
会
は
賛
助
会
員

を
含
め
二
十
四
人
で

す
が
、
実
際
の
肥
育

者
は
六
人
。
地
域
の

人
た
ち
に
、
こ
の
地
域
の
産
物
と
し
て
認

め
て
も
ら
い
「
こ
こ
に
来
た
ら
、
ま
ず
は

秋
田
由
利
牛
だ
か
ら
」
と
一
番
に
勧
め
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。�

　
今
後
は
地
元
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
生
産
・
流

通
・
提
供
の
各
段
階
で
相
乗
効
果
を
狙
っ

た
売
り
込
み
を
し
、
秋
田
由
利
牛
を
使
っ

て
地
域
の
振
興
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。�

����

【
ブ
ラ
ン
ド
】
　
銘
柄
。
商
標
。�

【
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
】
　
牛

や
牛
肉
製
品
に
関
し
「
ど
こ
で
産

ま
れ
、
ど
こ
の
誰
が
、
ど
ん
な
飼

料
を
与
え
て
育
て
た
牛
な
の
か
」

を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
個
体

識
別
と
生
産
流
通
履
歴
の
把
握
。

追
跡
可
能
性
と
も
言
わ
れ
ま
す
。�

【
Ｊ
ビ
ー
フ
】（
財
）日
本
食
肉
消

費
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、『
国

　
　
　
　
　
産
牛
肉
の
総
称
。�

　
　
　
　
　
Ｊ
ビ
ー
フ
マ
ー
ク
は

　
　
　
　
　
国
産
牛
肉
の
シ
ン
ボ

　
　
　
　
　
ル
マ
ー
ク
の
こ
と
』。

国
内
の
牛
肉
の
う
ち
、
約
六
割
が

輸
入
で
、残
り
が
国
産
牛
肉
。（
二

〇
〇
五
年
度
）
次
の
よ
う
な
呼
称

が
一
般
的
の
よ
う
で
す
。�

�

■
国
産
牛
肉
…
国
内
で
生
産
さ
れ

た
牛
肉�

■
和
　
牛
…
黒
毛
和
種
・
褐
毛
和

種
・
無
角
和
種
・
日
本
短
角
種
の

四
品
種
で
、
国
産
牛
肉
の
三
〜
四

割
を
占
め
ま
す
。�

■
国
産
牛
…
和
牛
以
外
の
国
産
牛

肉
（
代
表
的
な
も
の
は
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
）。�

【
枝
肉
の
格
付
け
】
　
牛
枝
肉
の

ラ
ン
ク
付
け
。
枝
肉
と
は
、
肉
用

家
畜
を
と
殺
し
、
内
臓
な
ど
を
除

い
た
も
の
で
、
左
右
の
半
体
に
切

断
し
て
、
半
丸
枝
肉
と
し
て
取
り

引
き
の
単
位
と
な
り
ま
す
。�

　
農
林
水
産
省
で
は
枝
肉
、
部
分

肉
に
つ
い
て
全
国
共
通
の
取
引
規

格
を
設
け
、（
社
）日
本
食
肉
格
付

協
会
が
全
国
の
中
央
卸
売
市
場
、

あ
る
い
は
地
方
卸
売
市
場
な
ど
の

食
肉
市
場
や
食
肉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
格
付
け
を
実
施
。
牛
枝
肉
の
格

付
は
、「
歩
留
等
級
」（
Ａ
〜
Ｃ
）

と
「
肉
質
等
級
」（
５
〜
１
）か
ら

な
る
連
記
表
記
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
例
／
Ａ
―
５
）�

【
Ｂ
Ｓ
Ｅ
】
　
牛
海
綿
状
脳
症
。

牛
の
脳
の
中
に
空
洞
が
で
き
、
ス

ポ
ン
ジ
（
海
綿
）
状
に
な
る
病
気
。

一
九
八
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
発
生

し
、
国
内
で
は
平
成
十
三
年
九
月

に
千
葉
県
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
疑
い
が
あ

る
牛
が
発
見
さ
れ
た
と
農
水
省
が

発
表
。
消
費
者
の
不
安
が
広
が
り
、

畜
産
農
家
を
始
め
、
牛
肉
を
扱
う

一
部
の
食
品
・
飲
食
店
業
・
外
食

産
業
企
業
な
ど
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
。
し

か
し
、
現
在
で
は
、
監
視
・
検

査
・
処
分
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
、
安
全
で
安
心
な
畜
産
物
の
供

給
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。�

【
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
】
　
食
品
の
安
全

性
の
確
保
や
品
質
管
理
を
徹
底
す

る
た
め
、
清
潔
な
環
境
に
加
え
、

原
料
の
入
荷
か
ら
製
造
・
出
荷
ま

で
の
全
工
程
で
危
害
を
予
測
し
、

そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
重
要
管

理
点（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）を
特
定
し
て
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視
・

記
録
し
、
異
常
を
す
ぐ
解
決
し
て
、

不
良
製
品
の
出
荷
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。�

　� こ
れ
で
あ
な
た
も
「
畜
産
通
」�

�

用 

語 

解 

説�

健康で質の高い�
牛づくりに一丸�

　
産
地
化
に
向
け
て
は
、
肥
育
頭
数�

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
肉
用
牛
そ
の�

も
の
の
健
康
や
品
質
の
向
上
に
も
注�

意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
地
域
の
特
質
を
持
っ
た
、
安
全
・�

安
心
な
「
秋
田
由
利
牛
」
に
す
る
た�

め
の
取
り
組
み
を
見
る
と
―
―
。  �

��

コ
メ
与
え
、
肉
質
向
上�

ＪＡ秋田しんせい由利牛肥育部会長�

板垣 幸三さん（５４歳・雪車町）�

統
一
し
て
血
液
検
査�

　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
か
か
っ
た
牛
の
発
生
や
食
品

の
偽
装
表
示
問
題
に
よ
り
、
食
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
、
平
成
十
五
年
十
二
月
、
牛
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

消
費
者
が
個
体
識
別
番
号
で
子
牛
の
出
生

元
や
肥
育
農
家
な
ど
の
生
産
履
歴
、
個
体

情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
今
年
五
月
か
ら
は
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
が
施
行
さ
れ
、
畜
産
農
家
は

も
と
よ
り
動
物
薬
取
扱
い
関
係
者
に
対
し

て
、
動
物
用
医
薬
品
の
適
正
使
用
を
指
導

し
、
抗
菌
性
物
質
な
ど
の
残
留
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
生
産
現
場
で
は
、
家
畜
飼

養
管
理
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
消
費
者

へ
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
が
、
よ
り
質
の
高
い
畜
産
物
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
か
ら
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
由
利

牛
肥
育
部
会
の
農
家
で
は
、
肥
育
技
術
向

上
を
図
る
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
測
定
と
健
康

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
二

回
、
延
べ
五
十

頭
に
つ
い
て
検

査
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
質
の

良
い
（
脂
肪
交

雑
の
高
い
）
肥

育
牛
を
育
て
る

た
め
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
の
給
与
制

限
が
広
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
難
し
く
、

極
端
に
血
液
中

の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

が
減
少
し
た
場

合
な
ど
に
食
欲

低
下
、
四
肢
の
腫
れ
（
水
腫
）
、
視
覚
障

害
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
欠
乏
症
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
結
果
的
に
、
増
体
量
の
低
下

や
筋
肉
水
腫
（
ズ
ル
）
を
引
き
起
こ
し
、

枝
肉
の
格
付
け
が
落
ち
る
な
ど
出
荷
成
績

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
各
農
家
の
飼
養
牛
の
血
液
検

査
を
実
施
し
、
肥
育
ス
テ
ー
ジ
（
月
齢
）

ご
と
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
濃
度
を
測
定
す
る
こ

と
で
、
適
正
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
健

康
検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と

部
会
員
で
検
討
会
を
開
い
て
、
牛
の
健
康

管
理
に
役
立
て
い
ま
す
。
特
に
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
欠
乏
値
の
牛
が
み
ら
れ
た
農
家
に
つ

い
て
は
、
欠
乏
症
の
予
防
対
策
を
実
施
し

て
ま
す
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
二
回
実
施

し
、
来
年
度
以
降
も
継
続
検
査
し
、
出
荷

成
績
と
併
せ
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。�

　
今
後
は
、
ビ
タ
ミ

ン
検
査
の
ほ
か
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
を

考
え
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
の
衛

生
管
理
に
よ
り
、
家

畜
の
健
康
管
理
、
生

産
物
の
安
全
性
と
安

定
性
を
よ
り
高
い
レ

ベ
ル
で
保
証
し
、
こ

の
取
り
組
み
を
示
す

こ
と
で
消
費
者
等
へ

の
信
頼
性
も
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
、
試

験
的
に
三
つ
の
農
場

で
体
制
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。�

　
当
所
管
内
で
は
、
優
良
な
資
質
を
持
っ

た
子
牛
が
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

所
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
団
体
と
協
力

し
な
が
ら
、
当
地
域
の
肥
育
技
術
の
向
上

と
、
質
の
高
い
「
秋
田
由
利
牛
」
の
安
定

生
産
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
産
牛
肉
の

生
産
拡
大
な
ど
、
畜
産
の
活
性
化
の
一
助

と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

質
高
く
、
安
全
・
安
心�県中央家畜保健衛生所�

病性鑑定班  安田 正明さん�

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
測
定�

■「秋田由利牛の産地づくり」を考える　　　＊�

飼養牛の血液検査の結果や今後の販売展開などを協議する�
「由利牛肥育部会役員会検討会」（10月24日）�

ぶ
ど
ま
り�

は�



鶴
舞
会
館
の
調
理
室
で  

熱
戦 

〃 

〃 

地元食材を生かし、 
オリジナル料理開発 

１３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００６ １２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １８ １１ １ 

　
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
十
月
一
日
、

鶴
舞
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
的
な
点
は
、

バ
ラ
肉
や
モ
モ
肉
を
使
用
し
、
家

庭
の
食
卓
で
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る

「
家
庭
の
味
」
と
、
ど
の
部
位
の

肉
で
も
よ
く
、
地
場
産
品
と
組
み

合
わ
せ
た
「
地
産
地
消
」
の
二
部

門
か
ら
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
に
、
予
選
の
写
真
審

査
を
通
過
し
た
五
点
の
メ
ニ
ュ
ー

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
査
項
目
は「
お
い
し
さ
」「
作

り
や
す
さ
」「
ネ
ー
ミ
ン
グ（
命
名
）」

や
「
総
合
評
価
」
な
ど
６
項
目
で
、

漫
画
家
の
倉
田
よ
し
み
さ
ん
な
ど

五
人
の
審
査
員
が
厳
し
い
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
採
点
。
サ
ブ

審
査
に
当
た
っ
た
商
工
会
女
性
部

員
八
人
も
一
人
二
点
を
投
票
し
ま

し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、「
家
庭
の
味
」

部
門
で
は
、
野
菜
と
の
色
合
い
が

豊
か
で
、
食
べ
ご
た
え
も
あ
る「
牛

牛（
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
）ス
タ
ミ
ナ
フ

ラ
イ
」
が
、
「
地
産
地
消
」
部
門 

で
は
、
ワ
イ
ン
で
下
味
を
付
け
た

肉
と
ポ
ン
酢
ベ
ー
ス
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
が
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
わ
い
の

「
ぷ
る
ん
ぷ
る
ん
サ
ラ
ダ
」が
と
も

に
高
い
評
価
を
得
て
、
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。 

　
審
査
員
を
代
表
し
、
市
内
ホ
テ

ル
で
料
理
長
を
務
め
る
鈴
木
至
さ

ん
が
「
バ
ラ
肉
、
モ
モ
の
ス
ラ
イ

ス
と
か
、
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て

い
る
食
材
だ
け
に
、
巻
い
た
も
の
、

ざ
っ
と
焼
い
た
も
の
や
下
ご
し
ら

え
の
し
た
も
の
と
か
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
よ
く
考
え

ら
れ
て
い
て
、
私
も
参
考
に
し
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
人
は
食
べ
物
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
安
全
な
食
品
を
安
全
に
食
べ

た
い
と
い
う
の
が
、
家
庭
で
も
店

で
も
共
通
す
る
原
点
。
秋
田
由
利

牛
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
市
商
工
会
青
年
部
長
の
高
橋
敦

さ
ん
は
「
昨
年
か
ら
秋
田
由
利
牛

に
絞
り
、
由
利
本
荘
市
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
活
動
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
地
域
の
食
材
を
使
っ
て
、

独
自
の
料
理
方
法
を
発
掘
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
開
い
た
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。
応
募
は
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
手
軽
さ
と
秋
田
由
利
牛

の
お
い
し
さ
の
幅
が
広
が
る
メ
ニ

ュ
ー
を
発
掘
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
内
容

な
ど
を
ま
と
め
た
小
冊
子
を
作
成

す
る
計
画
と
の
こ
と
で
「
全
国
へ

の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
秋
田
由
利
牛

の
消
費
拡
大
や
地
産
地
消
に
役
立

て
ら
れ
れ
ば
」
と
、
次
な
る
展
開

に
も
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
食
肉
は
調
理
さ
れ
、
料
理
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
こ
そ
、
真
価
を
発
揮
し

ま
す
。 

  

「
秋
田
由
利
牛
」
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
の
実
践
的
な
研
究
と
は
ー
ー
。 

■「地産地消」部門・最優秀賞 

鈴木成子さん 
（東中沢） 

　
畜
産
農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
「
秋
田
由
利
牛
」

と
い
う
地
元
の
食
材
を
生
か
し
て
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
し
、
こ
の
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
ーー
。 

　
こ
う
し
た
研
究
に
、
市
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
が

三
年
が
か
り
で
取
り
組
み
、
こ
の
ほ
ど
一
つ
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
「
秋
田
由
利
牛
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
す
。 

▼各部門の最優秀賞を受賞 
　した方に倉田さんから 
　プレゼントされた色紙。 
　キャラクターは小冊子にも 
　登場してくれるかな？ 独

創
的
な
メ
ニ
ュ
ー
登
場
、 

ホ
テ
ル
料
理
長
な
ど
が
審
査 

見
や
す
い
小
冊
子
を
刊
行
、 

Ｐ
Ｒ
や
地
産
地
消
に
一
役 

～ひとこと～　緑黄色野菜や芋類を使い、元気の 
出る一品です。誰でも作れる手軽さがポイント。 
難しくありませんから、ぜひ作ってみてください。 

～ひとこと～　緑黄色野菜や芋類を使い、元気の 
出る一品です。誰でも作れる手軽さがポイント。 
難しくありませんから、ぜひ作ってみてください。 

三浦洋子さん 
（矢島町元町） 

安達のり子さん 
（矢島町城内） 

～ひとこと～　ワインで肉の臭いを消し、下味を付けて、 
癖のないものにしてみました。材料代もそんなにかか 
らず、どの季節でもおいしく食べられます。 

～ひとこと～　ワインで肉の臭いを消し、下味を付けて、 
癖のないものにしてみました。材料代もそんなにかか 
らず、どの季節でもおいしく食べられます。 

　秋田由利牛は、知名度は低いのですが、取り組みの
意欲は感じられました。あとは、やり方、方法次第だ
と思います。ブランド化を目指すのであれば、今回の
コンテストを1日だけて終わらせるのではなく、今度
は屋外で催しをするとか、継続させ、工夫をこらし、
地元の皆さんにたくさん食べてもらいながら、広くＰＲ
してほしいと願っています。 

倉田よしみさんからの提言 

地元の皆さんに食べてもらい、ＰＲを ！ 

◆材料〈１人前〉 
牛肉（モモスライス）  
　　……… 
ニンジン … 
長芋 ……… 
大根葉 …… 
ジャガ芋 … 
カボチャ …  
マヨネーズ 
海　　苔 … 
卵 ………… 
小麦粉、パン粉   各少々 
揚げ油 …… 

200g 
50g 
50g 
２枚 
100g 
100g 
200g 
１枚 
１個 
 

適宜 

◆作り方 
① ニンジンと長芋は皮をむき、それぞれ 
　 拍子木切りにして、茹でる。  
② 大根葉は、塩を入れ茹でる。   
③ 牛肉をまな板に開いて、①②を中心に 
　 巻く。  
④ Ａを鍋で煮立てて③を入れ、回しながら 
　 味を付ける。  
⑤ 茹でたジャガ芋にマヨネーズ100gを 
　 加え、混ぜる。 
⑥ 同様にカボチャもマヨネーズと混ぜる。  
⑦ 海苔を二等分し、１枚に⑤を、もう１枚 
　 に⑥を塗る。  
⑧ ⑦にそれぞれ、④を取り出して巻く。  
⑨ ⑧に小麦粉、卵、パン粉をつけて揚げる。 酒、醤油、砂糖 各50gＡ… 

◆材料〈１人前〉 
牛肉（モモスライス）  
　　 ……… 
大根 ……… 
ワカメ …… 
ニンジン … 
シメジ … 
ワイン …… 
片栗粉 …… 

200g 
80g 
30g 
30g 

1/2パック 
適量 
適量 

◆作り方 
① 牛肉にワインを染み込ませ、塩を少々ふりかけてから、 

　 一口大に切り、片栗粉をまぶす。 

② ①を熱湯にくぐらせ、氷水に取る。  

③ ワカメ、シメジはさっと湯通しする。  

④ 大根、ニンジンを細切りにして水にさらし、下置きにする。 

タマネギ … 
白ゴマ …… 
ポン酢 …… 
大根 ……… 

小1/2 
少々 
50cc 
大5cm

ドレッシング… 

■「家庭の味」部門・最優秀賞 ■「家庭の味」部門・最優秀賞 

「味付け由利カルビ 
　のせ牛すじスープ 
　かけご飯」 
佐藤奈帆子さん、 
佐藤　優樹君（船ヶ台） 

佐藤　綾子さん 
（矢島町元町） 

うめがったで賞 

うめがったで賞 

「ホタテフライ？ 
　わ～びっくり！」 

「ゆで野菜と 
　焼き肉の 
　サラダ風」 
高橋　愛子さん、 
熊谷　玲子さん 
　　　　（曲沢） 

山口　麗子さん 
（秋田市） 

モーべっこ 
　だったで賞 

モーべっこ 
　だったで賞 

「五目 
　松前ビーフ」 

「モータ君バー」 
阿部カオルさん 
　　（東由利老方） 

佐藤　健さん（山本） 

モーべっこ 
　だったで賞 

モーべっこ 
　だったで賞 

「ゆりべこソテー 
　＋  ピーマン、 
　ナスの肉詰め」 

伊藤由利子さん、 
伊藤　祥子さん（長坂） 

優秀賞 

「モーとっても 
　カラフルロール」 

「野菜 
　もうギュウ丼」 
幸島　愛さん 
　　　（曲沢） 

優秀賞 
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聞
き
慣
れ
た
「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉
。
こ
れ
は
「
地
域
生
産
ー

地
域
消
費
」
を
略
し
た
も
の
で
、
地
元
で
生
ま
れ
た
も
の
や
採
れ
た
も

の
を
地
元
で
消
費
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

  

「
地
産
地
消
」
に
は
、
単
に
地
域
内
の
流
通
だ
け
で
は
な
く
、
大
規
模

流
通
以
前
の
、
生
産
者
と
消
費
者
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
回
復
し
よ
う

と
い
う
意
味
も
あ
り
、
全
国
各
地
で
「
地
産
地
消
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
消
費
の
拡
大
、
広
域
流
通
に
つ
な

が
る
よ
う
な
「
地
産
地
消
」
の
実
現
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
ね
ら
い
を
含
み
な
が
ら
開
か
れ
る
の
が
「
イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。 

Ｐ
Ｒ 

は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
さ
ら
な
る 

消
費
拡
大
を 

め
ざ
す
ぞ ！ 

「
米
ま
つ
り
」
で
も 

Ｐ
Ｒ

食で広がる笑顔の輪 

多くの人に味わってもらいたい！

　新聞のチラシを見て参加しました。 
こういうイベントでいろいろな人に 
秋田由利牛を味わってもらいたいと 
思います。もうちょっと身近になれ 
ばいいですね。 

新
目 

栄
梨
子 

さ
ん 

（
　
歳
・
川
口
） 

３１ 

もっともっとＰＲすればいい

　親類に連れられてやって来ました。 
家で焼き肉にしたり大根と煮たりし 
て食べます。このイベントには初め 
ての参加です。もっともっとＰＲす 
るといいのではないでしょうか。 

中 

川   

　
巧 

さ
ん 

（
　
歳
・
秋
田
市
） 

５６ 

大きなイベントになるように

　友人たちと参加し、ここで食べて帰 
ります。由利が和牛の産地だとは知り 
ませんでした。秋田のブランドが広ま 
り、イベントの規模も大きくなるとい 
いですね。「野菜がタダ」が魅力です！ 

佐 

藤  

聡 

子 

さ
ん 

（
　
歳
・
井
川
町
） 

３５ 

こういう催しをなるべく多く

　市広報紙を見て来ました。肉料理 
は何でもおいしく食べます。秋田由 
利牛は有名になりつつありますが、 
こういう催しをなるべく多く開催し、 
ＰＲすべきだと思います。 

武 

田   

　
武 

さ
ん 

（
　
歳
・
川
口
） 

７３ 

どこの精肉店にも並ぶまでに

　親類と一緒にやって来ました。ステ 
ーキにして食べます。秋田由利牛はま 
だまだ前沢牛とかに知名度などで負け 
てますので、すべての精肉店の店先に 
並ぶぐらいに頑張ってほしいです。 

宮 

崎   

　
充 

さ
ん 

（
　
歳
・
に
か
ほ
市
） 

３９ 

柔らかくておいしい肉です

　ケーブルテレビで見ました。毎年 
来てますよ。今日買った肉は、すき 
焼きにします。秋田由利牛はすごく 
柔らかくておいしいです。お土産と 
しても喜ばれますよ。 

渡 

辺 

テ
ツ
ヨ 

さ
ん 

（
　
歳
・
松
山
） 

６３ 

有名な牛になってほしい

　市の広報紙でこの行事を目にし、初 
めて参加しました。うちですき焼きに 
しようと思います。会場内にイスとか 
があればいいかな。秋田由利牛にはも 
っと有名になってほしいです。 

佐
々
木 

理 

子 

さ
ん 

（
　
歳
・
西
目
） 

２２ 

加 

賀   

　
稔 

さ
ん 

（
　
歳
・
に
か
ほ
市
） 

５３ 

知名度は低いが頑張れ！

　友人に誘われ、やって来ました。初 
めて食べましたが、秋田由利牛はとて 
もおいしいです。このイベントはちょ 
っと宣伝が足りないと思います。市内 
の各道の駅で紹介すればどうでしょう。 

「
秋
田
由
利
牛
堪
能
ま
つ
り
」
で 

皆
さ
ん
の
声
を
拾
い
ま
し
た 

　
以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

「
秋
田
由
利
牛
の
産
地
づ
く
り
」

を
見
て
き
ま
し
た
。
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」
登
録
の
申
請
は
明
る
い
材

料
で
す
が
、
他
地
域
で
も
同
じ
こ

と
を
考
え
る
で
し
ょ
う
し
、
す
る

と
産
地
間
競
争
は
さ
ら
に
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
す
で
に
宣
伝
す
れ
ば
物
が
売
れ

た
よ
う
な
時
代
で
は
な
く
、
現
代

は
本
物
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
ど
う

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
か
、
生
産
者
と
消

費
者
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い

る
の
か
が
判
断
さ
れ
る
時
代
で
す
。

し
か
も
、
Ｐ
Ｒ
の
効
果
は
一
朝
一

夕
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
産
者
と
消
費
者
の
顔
の

見
え
る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
根

気
強
い
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
自
然
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
伝
統

文
化
に
満
ち
た
由
利
本
荘
市
は
、

都
市
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
質

の
高
い
農
畜
産
物
が
豊
富
な
、
農

業
を
土
台
と
す
る
ま
ち
で
す
。 

   

「
秋
田
由
利
牛
」
の
Ｐ
Ｒ
は
、

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
番
。「
秋

田
由
利
牛
」
を
地
域
で
大
き
く
育

て
、
真
に
全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド

に
す
る
に
は
、
行
政
だ
け
の
力
で

は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。
市

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
理
解
と
協

力
こ
そ
が
、
地
産
地
消
と
Ｐ
Ｒ
を

支
え
る
、
活
力
の
源
泉
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
や
「
由
利
高
原

ま
つ
り
」な
ど
の
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
「
秋
田
由
利
牛
」
の
即
売

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も「
由
利
高
原
ま
つ
り
」は  

常
連 

の
方
が
多
く
、
用
意
し
た
牛
肉
は

早
々
に
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
す
。

十
月
十
五
日
に
は
、
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ

「
交
流
広
場
」（
大
内
地
域
）で
、
六

回
目
と
な
る
「
秋
田
由
利
牛
堪
能

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
騒
動
に
よ
る
地
元
産
和
牛

の
消
費
落
ち
込
み
に
歯
止
め
を
か

け
よ
う
と
始
ま
っ
た
行
事
で
、
今

年
も
市
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
参

加
し
ト
レ
ー
パ
ッ
ク
入
り
の
牛
肉

を
購
入
、
特
設
の
焼
き
肉
コ
ー
ナ

ー
で
特
産
品
の
「
秋
田
由
利
牛
」

を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ま
つ
り
で
八
人
の
方
々
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
皆
さ
ん
の
声

を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。 

  

　「
何
だ
か
、
今
回
の
記
事
を
読
ん

で
、
秋
田
由
利
牛
が
食
べ
た
く
な

っ
た
な
あ
。
近
々
、
イ
ベ
ン
ト
と

か
は
な
い
の
？
」
と
思
っ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
実
は
、
「
米
ま
つ
り
」
の
中
で

お
い
し
い「
秋
田
由
利
牛
」
を
身
近

に
味
わ
え
る
コ
ー
ナ
ー
が
十
一
月

三
日
と
四
日
の
両
日
開
か
れ
ま
す
。

場
所
は
尾
崎
小
学
校
隣
の
「
本
荘

第
二
体
育
館
」。
詳
し
く
は
本
紙

二
十
六
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

” 

“ 

晴
天
の
下
「
秋
田
由
利
牛
」
を
堪
能 

■「秋田由利牛の産地づくり」を考える　　　＊ 
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第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会

「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
の
カ
ヌ
ー

競
技
で
好
成
績
を
納
め
た
本
市
関

係
選
手
団
が
、
十
月
十
二
日
市
役

所
を
訪
れ
鷹
照
賢
隆
、
村
上
隆
司

両
助
役
に
大
会
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。 

　
国
体
で
は
、
佐
々
木
健
彦
選
手

（
本
荘
高
校
二
年
）と
高
橋
巧
選
手

（
西
目
高
校
二
年
）が
カ
ヌ
ー
フ
ラ

ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
の

カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
少
年
男
子
二
百
㍍

で
優
勝
、
同
五
百
㍍
で
二
位
、
小

野
祐
佳
選
手（
本
荘
高
校
一
年
）が

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
少
年
女
子
二 

　
　
百
メ
ー
ト
ル
で
二
位
、
同
五 

　
　
百
㍍
で
三
位
、
土
橋
傑
選
手 

　
　（
由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会
） 

が
成
年
男
子
二
百
㍍
で
六
位
、
同

五
百
㍍
で
五
位
と
大
活
躍
。 

　
報
告
に
同
道
し
た
、
村
上
義
憲

少
年
監
督
、
村
上
文
男
由
利
本
荘

市
カ
ヌ
ー
協
会
副
会
長
た
ち
は
、

「
子
吉
川
で
カ
ヌ
ー
に
取
り
組
む

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
」
と
述
べ

る
と
、
鷹
照
助
役
は
「
素
晴
ら
し

い
成
績
だ
。
市
は
今
後
も
練
習
場

所
の
整
備
に
力
を
尽
く
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

来
年
の
国
体
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。 

　
由
利
本
荘
市
体
育
協
会
大
内
体

育
協
会
（
佐
々
木
武
二
会
長
）
が

こ
の
ほ
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団

体
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
旧
大
内
村
時
代
か
ら

四
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺
拡
大
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。 

　
行
政
相
談
委
員
の
佐
々
木
洋
子

さ
ん
（
大
内
地
域 

新
田
・
七
十
二

歳
）
が
、
長
年
に
わ
た
る
住
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
活
動

が
認
め
ら
れ
大
臣
表
彰
を
受
賞
。 

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

第22回 秋田県空手道少年錬成大会 

・【形の部】優　勝 

（９月４日：秋田県立武道館） 

【カヌー（フラットウォーターレーシング）】 

第61回 
国民体育大会「のじぎく兵庫国体」 

（１０月６日～９日：芦屋市芦屋キャナルパーク 
  特設カヌー場） 

中学校２年女子  佐藤夏実（矢島中） 

・カヤックペア少年男子２００㍍ 
　　優勝 

・カヤックペア少年男子５００㍍ 
　　２位 

佐々木健彦（本荘高校２年）、 
高橋　巧（西目高校２年） 

【クレー射撃（トラップ）】 
（１０月８日：岡山県クレー射撃場） 

・団　体（本市関係選手名のみ掲載） 
　　４位 中村収一（昭和興業） 

【ヨット】 （１０月６日～９日：西宮市新西宮 
　ヨットハーバー） 

・セーリング（スピリッツ級） 
　　７位 伊藤瑠美（秋田銀行）、 

佐々木敬（由利組合総合病院） 

【弓道（近的）】 （１０月３日：川西市特設近的 
　弓道場） 

・少年女子団体（本市関係選手名のみ掲載） 
　　８位 渡部真理（新屋高校２年） 

佐々木健彦（本荘高校２年）、 
高橋　巧（西目高校２年） 

・カヤックシングル少年女子２００㍍ 
　　２位 小野祐佳（本荘高校１年） 
・カヤックシングル少年女子５００㍍ 
　　３位 小野祐佳（本荘高校１年） 

・カヤックシングル成年男子２００㍍ 
　　６位 土橋　傑（市教育委員会） 
・カヤックシングル成年男子５００㍍ 
　　５位 土橋　傑（市教育委員会） 

賞状を手に喜びの佐々木選手（左）と高橋選手 

功績が認められた 
佐々木さん 

受賞を喜ぶ佐々木会長 

第
６１
回 

国
民
体
育
大
会 

大
内
体
育
協
会
が 

佐
々
木
洋
子
さ
ん 
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入賞を報告する選手たち 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
上
位
入
賞
の 

報
告
を
し
た
小
野
選
手 

（８位以内入賞者） 

１６平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

県
由
利
地
域
振
興
局
で
は
、
今

年
度
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
「
秋

田
由
利
牛
」
の
生
産
拡
大
の
た
め
、

「
由
利
牛
肥
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
繁
殖
だ
け
で
な
く
、
一
貫
経
営

に
挑
戦
し
た
い
」「
後
継
者
の
就

農
を
機
に
、
肥
育
経
営
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」「
肥
育
牛
の
増

頭
を
考
え
て
い
る
」
方
は
、
各
種

支
援
策
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

繁
殖
経
営
を
行
い
な
が
ら
肥
育

技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
無

理
の
な
い
研
修
で
す
。
半
日
の
研

修
を
週
二
〜
五
回
で
、
期
間
は

三
〜
六
カ
月
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

研
修
場
所
は
由
利
地
域
管
内
の
肥

育
先
進
農
家
で
す
。

　

①
の
研
修
後
に
、
肥
育
素
牛
を

二
頭
導
入
す
る
場
合
、
県
で
二
分

の
一
、
市
で
四
分
の
一
、
合
わ
せ

て
四
分
の
三
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

自
家
実
践
研
修
中
に
研
修
農
家

と
と
も
に
、
月
一
〜
四
回
程
度

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
し
ま
す
。

特
に
、
肥
育
部
門
で
技
術
を
要
す

る
、
導
入
時
か
ら
四
カ
月
目
ま
で

と
、
仕
上
げ
の
十
九
、
二
十
カ
月

目
は
重
点
的
に
指
導
し
ま
す
。

　
　
「
秋
田
由
利
牛
」
の
生
産
拡
大

の
た
め
に
、「
秋
田
由
利
牛
」
と

し
て
販
売
を
目
指
す
農
家
に
対
し
、

増
頭
一
頭
あ
た
り
二
万
四
千
円
を

助
成
し
ま
す
。
以
前
か
ら
秋
田
由

利
牛
を
販
売
し
て
い
る
農
家
、
新

た
に
秋
田
由
利
牛
の
肥
育
を
始
め

る
農
家
（
Ｆ
１
肥
育
、
乳
雄
肥
育
、

預
託
肥
育
な
ど
か
ら
の
転
向
）
も

該
当
に
な
り
ま
す
。

　

牛
舎
や
堆
肥
舎
の
整
備
を
す
る

場
合
、
事
業
費
の
三
分
の
一
以
内

の
県
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
繁

殖
牛
舎
、
肥
育
牛
舎
と
も
に
増
頭

要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
域
振
興
局
農
林
企
画
課　

由
利
牛
肥
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
生
産

振
興
班　
　
　
（�
　
�
７
５
５
１
）

２２

　

市
で
は
、「
秋
田
由
利
牛
」
の

増
頭
を
進
め
る
た
め
、
今
年
度
は

次
の
よ
う
な
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
導
入

牛
ま
た
は
保
留
導
入
牛
に
対
し
、

助
成
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
が
肥
育
事
業
に
取

り
組
む
に
あ
た
り
、
素
牛
導
入
に

　

増
頭
を
目
的
と
し
、
肥
育
素
牛

の
導
入
に
か
か
る
利
子
を
補
給
し

ま
す
。（
地
域
限
定
）

　

Ｊ
Ａ
預
託
導
入
に
対
す
る
利
子

を
補
給
し
ま
す
。（
地
域
限
定
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

市
農
業
水
産
課
畜
産
班

（�
　�
６
３
５
４
）

２４

対
し
て
助
成
し
ま
す
。（
県
事
業

と
連
係
で
実
施
）

　

肥
育
新
規
就
農
も
し
く
は
肥
育

農
家
の
、
増
頭
に
か
か
る
経
費
の

借
り
入
れ
に
対
す
る
利
子
を
補
給

し
ま
す
。

　

銘
柄
「
秋
田
由
利
牛
」
確
保
の

た
め
、
肥
育
農
家
へ
の
導
入
を
助

成
し
ま
す
。

県
の
主
な
事
業

市
の
主
な
事
業

◆
肥
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
育
成
事

業

◆
肥
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業

◆
「
秋
田
由
利
牛
」
肥
育
農
家
育

成
素
牛
導
入
支
援
事
業

◆
優
良
雌
牛
保
留
対
策
事
業

◆
「
秋
田
由
利
牛
」
増
頭
対
策
肥

育
牛
資
金
利
子
補
給
事
業

◆
由
利
牛
肥
育
振
興
対
策
事
業

◆
目
指
せ�
元
気
な
担
い
手�
農

業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業

◆
「
秋
田
由
利
牛
」
増
頭
促
進
事
業

②
肥
育
素
牛
を
取
得
し
、
自
家
実

践
研
修

①
地
域
内
の
先
進
地
農
家
研
修

③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導

◆
肥
育
素
牛
導
入
利
子
補
給
事
業

※
研
修
生
枠
に
、
ま
だ
空
き
が
ご
ざ
い

　

ま
す
。
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

事
業
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
問

　

い
合
わ
せ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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全
国
か
ら
　
団
体
参
加�

「
ま
ち
＝
大
学
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」�

16

（
は
）�

歓迎のあいさつを述べる�
柳田市長�

基調講演を行う�
小松学長�

ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
か�

﹇
基
調
講
演
﹈�

﹇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹈�

﹇
事
例
発
表
﹈�

　
行
政
・
大
学
な
ど
の
関
係
者
が
参
加
し
、

「
ま
ち
＝
大
学
全
国
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
由
利

本
荘
」
が
十
月
二
十
一
日
、
県
立
大
学
本

荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
市
民
な
ど

二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
大
学
と
大
学
の
あ

る
自
治
体
、
住
民
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て

地
域
内
交
流
や
連
携
の
在
り
方
な
ど
を
協

議
し
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
生
か
そ
う
と

の
目
的
で
三
年
前
に
始
ま
り
、
昨
年
の
広

島
県
庄
原
市
に
続
き
、
三
回
目
の
開
催
。

今
回
は
全
国
の
自
治
体
や
大
学
な
ど
十
六

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
開
会
に
あ
た
り
柳
田
市
長
は
「
地
域
と

大
学
は
『
親
子
』
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

と
言
え
る
。
本
市
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
二

倍
の
面
積
だ
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
励
ま

し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
た

い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。�

��

　
初
め
に
東
北
公
益
文
科
大
学（
酒
田
市
）

の
小
松
隆
二
学
長
が
「
ま
ち
づ
く
り
に
お

け
る
地
域
と
大
学
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。

小
松
学
長
は
「
寄
付
文
化
が
日
本
で
は
成

立
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
大

　
　
　
学
は
国
際
競
争
で
大
変
不
利
な
状

　
　
　
況
に
あ
る
。
今
、
日
本
の
大
学
は

　
　
　
教
育
や
学
生
を
軽
視
し
て
き
た
反

　
　
　
省
を
も
と
に
、
大
き
く
変
わ
ろ
う

　
　
　
と
し
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
の
概

　
　
　
念
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
百
年
か
ら
三

百
年
か
け
て
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た
例

を
見
習
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て

い
る
」
と
、
地
域
と
大
学
の
関
係
が
変
わ

り
始
め
た
こ
と
な
ど
を
説
明
。�

　
「
高
校
生
や
大
学
生
を

主
役
と
す
る
新
し
い
動
き

が
見
え
始
め
、
『
大
学
は

地
域
の
財
産
』
に
な
っ
て

き
た
。
大
学
も
学
生
の
教

育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

に
対
し
て
貢
献
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
学
生
も
ま
ち

づ
く
り
の
主
役
で
あ
り
、

面
白
い
存
在
に
な
る
。
秋

田
県
立
大
学
は
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
先

が
楽
し
み
だ
」
な
ど
、
大

学
の
開
放
と
地
域
連
携
活

動
が
新
し
い
可
能
性
を
開

く
と
述
べ
ま
し
た
。�

��
　
続
い
て
「
地
域
社
会
と
大
学
の
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
、
参
加
自
治
体
・
大
学
の
関

係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
移
り
、
行
政
委
員
へ
の
学
生
の
参
加
や

学
生
に
よ
る
政
策
提
言
、
廃
校
舎
を
活
用

し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
、
学

生
が
活
躍
で
き
る
場
所
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
と
の
交
流
と
活
性
化
を
ね
ら
い
と
し

た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。�

��

　
事
例
発
表
で
は
県
立
大
学
の
浅
野
耕
一

准
教
授
が
大
学
と
市
で
開
発
を
進
め
て
い

る
「
全
庁
統
合
型
時
空
間
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
」
を
説
明
。
地
域
の
地
理
情
報
の
変

化
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
、
高
速
処
理

と
段
階
的
な
使
用
を
可
能
と
す
る
事
業
で
、

浅
野
准
教
授
は
「
中
央
に

な
い
安
全
・
安
心
な
社
会

を
構
築
で
き
る
の
も
地
方

に
い
る
か
ら
。
ほ
か
に
は

な
い
強
い
結
び
つ
き
の
中

で
新
し
い
産
業
が
育
つ
は

ず
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
住
田
友
文
教

授
は
「
大
学
に
よ
っ
て
ま

ち
は
変
わ
る
〜
本
荘
由
利

地
域
の
ケ
ー
ス
〜
」
と
題

し
て
発
表
。
「
本
荘
由
利

地
域
は
山
・
川
・
海
の
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、

製
造
業
の
生
産
額
や
出
荷

額
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
県
内

の
中
心
地
域
。
本
荘
由
利
産
業
科
学
技
術

振
興
財
団
の
事
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
自
主
研

究
へ
の
助
成
、
絆
の
里
づ
く
り
事
業
な
ど

が
継
続
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
」
と
成
果

を
強
調
。
「
こ
の
地
域
で
は
大
学
人
が
希

少
価
値
で
あ
り
、
濃
く
深
く
、
親
し
い
接

触
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」と
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
山
梨
県
都
留
市

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

アトラクションで披露された「下百宅番楽」�

全
国
各
地
の�

事
例
に
学
ぶ�

１９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

　

平
成
十
九
年
の
開
通
を
目
指
し
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自

動
車
道
「
本
荘
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
）
〜
岩
城
Ｉ
Ｃ
間
」
と
「
仁
賀
保
本
荘

道
路
」
の
市
民
を
対
象
と
し
た
現
地
見
学

会
が
十
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
市
内
の
新
直
轄
方
式

に
よ
る
「
本
荘　　�
　
岩
城
間
」
と
国
直
轄
に

よ
る
「
仁
賀
保　　�
　
本
荘
間
」
の
二
区
間
で

整
備
が
進
む
日
沿
道
の
重
要
性
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道
建
設
促
進
秋
田
県
南
部
期
成

同
盟
会
（
会
長
・
柳
田
市
長
）
が
開
催
し

た
も
の
で
、
由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
、
秋

田
市
か
ら
八
十
人
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、（
仮
称
）
松
ヶ
崎
亀
田
Ｉ

Ｃ
予
定
地
、（
仮
称
）
本
荘
Ｉ
Ｃ
予
定
地
、

西
目
ト
ン
ネ
ル
の
三
カ
所
の
建
設
現
場
を

見
学
。
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋

田
河
川
国
道
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
や
工
法
、

今
後
の
見
通
し
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
参
加
者
ら
は
、
普
段
見
る
機
会
の
な

い
高
速
道
路
の
建
設
現
場
を
間
近
に
見
学

し
、
社
会
資
本
整
備
へ
の
関
心
を
深
め
た

様
子
で
し
た
。

　

日
沿
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
産
業
の
活
性
化

な
ど
、
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
に
弾
み
が

つ
く
も
の
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
ち
く
わ
」
の
活
動
は
、
秋
田

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
の

学
生
の
有
志
が
集
ま
っ
て
『
自
分
達
で

テ
ー
マ
を
定
め
、
問
題
解
決
に
向
け
て
社

会
に
対
し
て
活
動
す
る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
県
内
の
優
れ
た
建
築
の
調
査
、
研
究

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

市
内
八
幡
下
の
ひ
か
り
保
育
園
鳥
海

ホ
ー
ル
の
増
築

工
事
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し

た
。　
　
　
　

　

私
た
ち
ち
く

わ
メ
ン
バ
ー
は

保
育
園
内
壁
、

照
明
器
具
、
ボ

ル
ト
穴
カ
バ
ー

の
陶
器
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
制
作

を
し
ま
し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
、
ウ
ッ

デ
ィ
ラ
イ
フ
小
番
の
皆
さ
ん
や
市
民
陶

芸
グ
ル
ー
プ
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
は
じ
め
、

様
々
な
方
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
大
学
の
講
義
が
終
わ
っ
て
か
ら

現
場
に
か
け
つ
け
て
の
活
動
は
半
年
近

く
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
学
ん

だ
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

今
年
度
は
本
荘
保
育
園
の
新
築
工
事

が
進
ん
で
お
り
、
私
た
ち
ち
く
わ
は
、
園

内
の
照
明
の
制
作
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

設
計
事
務
所
・
ア
ト
リ
エ
モ
ビ
ル
の
ご
協

力
を
得
て
デ
ザ
イ
ン
か
ら
諸
々
の
検
討

を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
本
荘
の
伝
統
民
芸

品
の
「
ご
て
ん
ま
り
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
照
明
を
保
育
園
全
体
で
百
個
以
上
作

る
こ
と
に
な
り
、
日
々
、
制
作
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
で
、
由
利
本

荘
市
内
の
建
築
が
よ
り
市
民
の
方
々
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
一
端
を

担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
活
躍
す
る
学
生
た
ち

　

秋
田
建
築
学
生
集
団
ち
く
わ
代
表

三
年　

岡　

部　
　

剛　

開通後は歩くことができない車道の上で、興味深く担当者の説明を聴く参加者

照　　明

　

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
制
作
風
景
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千
百
千
百
四
十
四
十
二
人
が
人
が

百
二
十
四

百
二
十
四
　
。 

キ 
　ロ　ロ 

全
国
か
ら
の
参
加
者
を
交
え
た
千
百
四
十
二
人
が 

思
い
思
い
の
コ
ー
ス
を
歩
い
た 

出
羽
富
士
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
。 

参
加
者
が
歩
い
た
総
距
離
一
万
九
千
四
百
二
十
四
　
。 

地
球
約
半
周
分
の
道
の
り
と 

そ
こ
で
生
ま
れ
た
笑
顔
の
交
流
を 

写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。 

キ 
　ロ 

出発式では前ノ沢太鼓（鳥海地域） 
が勇ましく参加者を送り出して 
くれました 

みんなで「う～～ん」。 
準備運動もバッチリ 

①①

②

③

④④

①正乗寺の歴史的なたたずまいに包まれて

②長谷寺では、大仏様にお参りを

③遠くに日本海が青く見えた三望苑

④天鷺村のチェックポイントでは、特産
　の「あまさぎプラムワインゼリー」も用意
　され、参加者を喜ばせました

14
日 
（土） 

15
日 
（日） 

35　コースは一級品です キ 
　ロ 1回目で成功、すばらしい 無事に完歩できて大満足 苦しさなんて忘れちゃう！ 

◆２日間とも35　コースに参加 キ 
　ロ 

地元婦人会などの協力により、 
コースのあちこちに接待所が 
設けられ、参加者ののどを 
潤しました　　　  折渡峠で 光風苑の木もれ陽のなかを行く 光風苑の木もれ陽のなかを行く 

天候に恵まれ鳥海山も美しく 
　　　花立牧場公園で 

まだまだ余裕？　　  大堤で 

新見英雄さん （64歳・東京都） 
◆２日間とも35　コースに参加 キ 

　ロ 

（63歳・埼玉県） 

　ウオーキングを始めて10年
以上になります。天候にも恵
まれ、コースも抜群。スタッ
フの方々が親切でサービスも
よく、大変満足しました。 
　第1回で、ここまでできた
ことは素晴らしいと思います。
みなさんの協力と努力、意気
込みがひしひしと感じられま
した。来年も友達を誘って、
グループで参加します。 

◆25　コースと20　コースに参加 キ 
　ロ 

キ 
　ロ ◆25　コースと15　コースに参加 キ 

　ロ 
キ 
　ロ 

鈴木喜代子さん （60歳・潟上市） 家藤衣恵さん 
いえ  ふじ   きぬ　え 

（64歳・横浜市） 

　 3カ月前に脳こうそくを患
い、今回はそのリハビリを兼
ねて参加しました。 
　本当は20　コースに挑戦し
たかったのですが、帰りの電
車の都合もあり、15　コース
にしました。 
　足はまだ不自由ですが、無
事に完歩できて本当に良かっ
たです。 

キ 
　ロ 

キ 
　ロ 

田上　三さん 

のどかな風景に心も癒されて　　西目地域で 

大会会長の柳田市長が 
参加者を激励 

　全国のいろいろなウオーキ
ング大会に参加していますが、
鳥海山を眺めながら歩く矢島
からの35　コースは一級品で
す。チェックポイントでの接
待も至れり尽くせりで感激し
ました。でも、長く続けるな
らもっと簡素化が必要かもし
れませんね。 

キ 
　ロ 

　35　はやっぱり遠かったね。
苦しかったけど、ゴールしたら
その苦しさも忘れてしまいま
す。そうじゃないと、また次
にチャレンジできないからね。 
　こうやって全国を歩いてみ
ていいのは、知り合いが増え
たり仲間に会えるってこと。
来年もまたぜひ参加したいで
すね。 

キ 
　ロ 

県
立
大
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
悠
々
と 
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め
の
指
針
と
な
る
「
生
涯
学
習
推

進
・
社
会
教
育
中
期
計
画
」
を
策

定
。
計
画
で
は
『
学
ぶ
喜
び
と
交

流
の
楽
し
さ
を
広
げ
、
地
域
性
を

尊
重
し
、
一
体
化
の
推
進
に
立
脚

し
た 
郷  
育 
と
生
涯
学
習
の
創
造
』

　

き
ょ
う 
い
く

を
行
動
目
標
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
涯
学
習
活
動
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。
創
作
展
や
発
表
会
は
学
習

の
成
果
の
発
表
機
会
を
提
供
す
る

も
の
で
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
む

多
く
の
市
民
の
参
加
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
ク
マ
が
出
没
し
、
被

害
の
報
道
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

鳥
海
地
域
で
は
十
月
十
一
日
現

在
で
、
今
年
の
四
月
か
ら
七
十
三

件
の
ク
マ
の
出
没
が
確
認
さ
れ
、

捕
獲
頭
数
は
五
頭
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

鳥
海
総
合
支
所
産
業
課
で
は
寄

せ
ら
れ
た
情
報
を
図
面
に
記
入
し
、

小
学
校
の
学
区
ご
と
に
ク
マ
の
出

没
図
（
ク
マ
ッ
プ
）
を
作
成
。
教

育
事
務
所
な
ど
と
連
携
し
て
学
校

に
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
ク
マ

の
被
害
防
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

市
生
涯
学
習
推
進
本
部
生
涯
学

習
奨
励
室
な
ど
が
主
催
す
る
第
二

十
回
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展
が
十

月
十
四
日
、
十
五
日
の
二
日
間

ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
の
多

目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
展
示
さ

れ
た
二
百
九
点
の
力
作
が
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

創
作
展
に
は
十
六
の
グ
ル
ー

プ
・
サ
ー
ク
ル
、
個
人
合
わ
せ
て

百
八
十
人
が
九
つ
の
部
門
に
出
品
。

陶
芸
や
染
色
、
絵
画
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
の
生
涯
学

習
活
動
で
磨
い
た
腕
前
で
創
作
し

た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
作
品
は
、
見
る

人
を
う
な
ら
せ
、
感
嘆
の
た
め
息

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
度
市
民
の
生
涯
学

習
活
動
を
奨
励
し
、
支
援
す
る
た

親
子
で
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作
り
に
夢
中

　

本
荘
由
利
産
学
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
が
、
県
立
大
学
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
研
究
グ
ル
ー
プ
の
学
生
の
協

力
を
得
て
十
月
二
十
一
日
、
親
子

科
学
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
分
か

れ
た
親
子
科
学
工
作
教
室
に
は
、

由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
か
ら
申

し
込
ん
だ
四
十
組
の
親
子
が
参
加
。

学
生
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
完
成
し
た
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

の
モ
ー
タ
ー
が
回
り
出
す
と
参
加

し
た
親
子
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
満

面
の
笑
顔
。
早
速
、
作
っ
た
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
を
並
べ
て
レ
ー
ス
に
挑

戦
し
、
タ
イ
ム
レ
ー
ス
競
争
に
熱

中
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
設

立
総
会
が
十
月
十
二
日
、
市
役
所

正
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
加
藤
良
治
市
選
挙

管
理
委
員
長
が
、
三
十
四
人
の
委

員
に
委
嘱
状
を
交
付
。
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
実
現
を
図
る
た
め
の

規
約
な
ど
を
承
認
し
、
会
長
に

佐
々
木
市
雄
氏
（
鶴
沼
）
と
八
人

の
副
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

委員に委嘱状が交付されました

市内各地域にクマが出没しています�　民家周辺でも十分ご注意ください

鳥
海
地
域　
　
　
　
　
　
　

直
根
小
学
校
区
の
ク
マ
ッ
プ

２２平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

地
域
社
会
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な

奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
本
荘
（
土
田

登
茂
子
会
長
）
が
十
月
十
三
日
、

認
証
十
五
周
年
を
記
念
し
て
式
典

を
開
催
し
、
社
会
福
祉
活
動
な
ど

に
貢
献
で
き
る
備
品
や
設
備
の
目

録
を
、
柳
田
市
長
と
本
間
市
社
会

福
祉
協
議
会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

市
に
対
し
て
は
、
新
山
小
学
校

や
本
荘
北
中
学
校
の
児
童
、
生
徒

の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
、
市

道
石
脇
新
山
線
に
街
路
灯
を
寄
贈
。

「
愛
の
一
灯
」
と
名
付
け
た
街
路

灯
の
設
置
場
所
や
工
事
に
は
会
員

も
立
ち
会
い
、
現
地
を
精
査
す
る

な
ど
細
か
い
心
配
り
で
設
置
場
所

を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

塩
害
に
よ
る
損
傷
や
照
度
不
足
の

既
存
の
灯
具
の
取
り
替
え
三
カ
所

と
新
規
に
三
カ
所
を
増
設
。
子
ど

も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
下
校

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
は

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
活
動
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

号
と
し
て
二
台
の
車
を
寄
贈
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
三
台

目
と
な
る
三
号
車
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
高
齢
化
社
会
の
中
で
福
祉

活
動
に
大
き
な
手
助
け
と
な
る
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
植
樹
活
動
な
ど
を
精

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
本
荘
の

ご
厚
意
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
ま
で
暗
く
て

心
配
の
種
だ
っ
た
帰
り
の
通
学
路

が
見
違
え
る
よ
う
に
明
る
く
な
り
、

安
全
、
安
心
度
が
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。
照
明
灯
は
通
学
路
ば
か
り
で

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
、
保
護

者
の
心
も
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会員たちも立ち会い、贈呈する車の前で目録を手渡す土田会長（中）

新山小学校ＰＴＡ

佐藤　勝則　会長

初めてのテレビ同時授業に目を輝かせた笹子小の児童たち

街路灯の設置工事を見守る会員たち

力
的
に
続
け
て
い
る
同
会
で
は
、

本
荘
水
源
の
森
育
成
会
（
木
内
義

範
会
長
）
と
鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植

え
る
会
（
須
田
和
夫
会
長
）
に
植

樹
の
活
動
資
金
を
、
水
林
新
生
園

（
尾
留
川
等
施
設
長
）
に
は
園
生

の
た
め
の
施
設
の
運
営
資
金
に
と

寄
付
。
同
会
の
奉
仕
の
精
神
あ
ふ

れ
る
活
動
に
対
し
、
地
域
や
各
団

体
な
ど
か
ら
多
く
の
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

照
明
灯
は
、
通
学
路
も
心
も

明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
ま
す

　

こ
の
交
流
学
習
は
、
共
同
で
学

習
す
る
こ
と
に
よ
り
学
校
間
の
連

携
を
深
め
、
新
た
な
学
習
の
可
能

性
を
探
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
も

の
で
、
三
校
で
今
年
の
春
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
、
米
作
り
に
つ
い

て
情
報
を
交
換
し
、
考
え
方
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
電
源

が
入
り
、
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
三
校

の
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
の
児
童

た
ち
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
て
授
業
が
開
始
。
鶴
舞
、
川
内
、

笹
子
小
学
校
の
順
で
田
植
え
や
稲

刈
り
な
ど
の
米
作
り
の
様
子
、
今

後
の
活
動
予
定
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

笹
子
小
学
校
（
小
島
弥
惠
子
校

長
）
で
は
二
十
四
人
の
児
童
が
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
に
並
び
、
画
面

を
通
し
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
応

答
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
収
穫

し
た
米
の
量
や
利
用
な
ど
に
つ
い

て
鶴
舞
小
と
川
内
小
の
児
童
に
質

問
。
収
穫
量
が
他
校
よ
り
多
い
こ

と
を
自
慢
げ
に
、
笹
の
子
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
で
餅
つ
き
を
し
た
り
、
キ

リ
タ
ン
ポ
を
作
っ
て
地
域
の
人
た

ち
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
計

画
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
学
校

に
整
備
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
利
用
し
、
今

後
こ
う
し
た
授
業
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
三
カ
年
事
業
で
ス

タ
ー
ト
し
た
「
理
数
大
好
き
モ
デ

ル
地
域
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
十

月
十
二
日
、
鶴
舞
、
川
内
、
笹
子

小
学
校
の
五
年
生
の
児
童
が
、
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

交
流
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
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爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
十

月
九
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
第
六
回
市
民

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

十
五
チ
ー
ム
九
十
三
人
の
選
手
が

高
ス
コ
ア
を
狙
っ
て
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

芝
生
の
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
、

あ
じ
さ
い
コ
ー
ス
や
も
み
じ
コ
ー

ス
な
ど
、
四
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た

選
手
た
ち
は
、
絶
好
の
コ
ー
ス
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
快
音
を
響
か
せ
、
ナ
イ
ス
プ

レ
ー
を
連
発
。
難
し
い
ラ
イ
ン
を

読
み
切
っ
て
ホ
ー
ル
イ
ン
す
る
た

び
に
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

　日本内外で、石油・天然ガスの開発、供給を行い県
内でも事業展開している石油資源開発�が地球温暖化
防止に対する企業の社会貢献策として、１０月５日、由
利地域の南由利原で植樹会を行いました。
　この植樹会は、同社が市および�秋田県緑化推進委
員会などの協力を得て実施している森林整備事業の一
環として行われたもので、この日は、由利小学校と鶴
舞小学校の児童ら１４０人が「せきゆかいはつゆりの森」
と名付けられた森でイタヤカエデ、ヤマザクラなど、
約５００本を植樹しました。

　また、植樹終了後、両校の児童たちは石油資源開発
由利原鉱場を見学し、普段見ることのない施設に興味
津々の様子でした。
　なお、今後も約５．０�のエリアに３年計画で約１万本
の植樹が予定されており、森林保全、地球温暖化防止
などの効果が期待されます。

　音楽の秋。ボートプラザアクアパルで、１０月２１日、

本市石脇出身のジャズトランペッター村井忠一さん率

いる「村井忠一クインテット」と、ジャズシンガー・

キャロル山崎さん出演によるアクアパルジャズナイト

が開催されました。

　ジャズを聴くには最適な秋の夜長。演奏されたのは、

「ムーンリバー」「スターダスト」「ルート６６」など、

スタンダードジャズが中心の全１７曲。訪れた約２００人の

ジャズファンは、村井さんら６人のメンバーが演奏す

る熱気あふれるメロディーとリズム、そしキャロル山

崎さんのハートフルなボーカルに酔いしれ、ジャズの

魅力を存分に堪能していました。

　

本
年
度
、
街
頭
犯

罪
防
止
モ
デ
ル
校
で

あ
る
由
利
高
校
の
生

徒
五
人
が
十
月
二
十

日
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
・
書
店
を
巡
回

し
、
万
引
き
防
止
を

心
が
け
た
環
境
づ
く

り
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

女
性
警
察
官
の
制
服
を
身
に
ま

と
い
、「
一
日
警
察
署
長
」の
た
す

き
を
か
け
た
高
校
生
た
ち
は
、
由

利
本
荘
警
察
署
長
か
ら
委
嘱
状
を

交
付
さ
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊

張
の
面
持
ち
で
市
内
へ
巡
回
に
。

「
社
会
の
一
員
と
し
て
万
引
き
を

し
ま
せ
ん
」
と
い
う
誓
い
の
言
葉

と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
の
店
長
な

ど
に
万
引
き
防
止
の
チ
ラ
シ
を
手

渡
す
そ
の
横
顔
は
、
力
強
い
決
意

と
誇
り
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
確
か
な
演
奏
力
と
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
の

歌
唱
力
に
魅
了
さ
れ
た
一
夜

和気あいあいとプレーを満喫

大きく育つように願いを込め、植樹する児童

りりしい表情の「ゆりっ子ガールズ」

２４平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

由
利
高
原
鉄
道
の
乗
車
運
動
の

一
環
と
し
て
、
本
市
と
に
か
ほ
市

の
実
り
豊
か
な
秋
の
特
産
品
を
一

堂
に
集
め
て
の
由
利
高
原
鉄
道
特

産
品
ま
つ
り
が
十
月
七
日
矢
島
駅

前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
産
品
ま
つ
り
は
、
各
地

域
間
の
交
流
と
新
た
な
特
産
品
の

掘
り
起
こ
し
を
目
的
と
し
て
、
平

成
十
三
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
つ
り

に
あ
わ
せ
て
鳥
海
山
ろ
く
線
「
お

ば
こ
号
」
の
無
料
列
車
も
二
本
運

行
さ
れ
、
新
鮮
野
菜
、
き
の
こ
、

漬
け
物
、
魚
介
類
、
ワ
イ
ン
、
う

ど
ん
な
ど
地
元
の
特
産
品
を
求
め

て
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

各
出
店
の
中
に
は
、
本
荘
う
ど

ん
な
ど
試
食
が
で
き
る
出
店
も
あ

り
、
味
を
確
か
め
て
か
ら
お
目
当

て
の
も
の
を
買
い
求
め
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、

特
産
品
購
入
者
に
、
豪
華
賞
品
が

当
た
る
抽
選
会
も
実
施
さ
れ
、
買

い
物
客
ら
は
抽
選
で
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　第７回鳥海山ハーフマラソン大会（同実行委員会主
催、市など後援）が１０月７日、鳥海トレーニングセン
ター前をスタート、ゴールに行われ、県内外からエン
トリーした３５６人（うちペア１０組）のランナーたちが、
ハーフ（２１．０９７５�）、１０�、３�の各コース、１６部門
に分かれて、日ごろ鍛えた健脚を競いました。
　今回から上直根までのなだらかな起伏の県道コース
に変更されたハーフマラソンには３９人が出場。雨の中、
ランナーたちは沿道の声援を受けながらひた走ってい
ました。
　ゲスト・ランナーには、昨年に続いて１９９３年８月の
世界陸上選手権・女子マラソンで、日本女子陸上界初
となる金メダルを獲得した、鹿角市在住の浅利純子さ
ん（現姓・高橋）が参加。選手たちを激励した後、講
話を行い、自らの競技経験を振り返りながら、子ども
たちにメッセージを送っていました。

雨の中を特産品を求めて訪れた買物客で大にぎわい

　鳥海高原まつり「花立秋まつり」が１０月９日、矢島
地域花立クリーンハイツ前を主会場に開催され、家族
連れなど、およそ４２０人がさまざまな催しを楽しみまし
た。１日順延して行われたこの日も時折、雨が落ちる
天気でしたが、ウオークラリーやゴーカートタイム
レース、パークゴルフ体験などに参加して、高原の秋
のひとときを過ごしました。

　まつりの目玉は「秋味まつり」と題して振る舞われ
た「豚汁」。先着３００食限定で無料提供とあって、多く
の人気を集めていました。
　また、旧矢島町と交流していた香川県から本場の
「さぬきうどん」を取り寄せ行われた早食い大会では、
子どもから大人まで３０人の挑戦があり、観衆の声援を
受けながらの懸命の食べっぷりが会場の大きな笑いを
誘っていました。

子どもたちにも大人気の無料豚汁

雨にも負けず、元気よくスタート

ハ
ー
フ
コ
ー
ス
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル�



（日） 

（金） 

２７ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００６ ２６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １８ １１ １ 

市
民 

芸
術 

祭 

商 工 
祭 

農 業 
祭 

市
の
「
米
ま
つ
り
」
で
、
出
来
秋
を
満
喫 ！ 

　
日
ご
と
に
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
と
言
え
ば
「
米
ま
つ
り
」。 

　
今
年
は
十
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
本
荘
第
二
体
育
館
な
ど
を

会
場
に
「
農
業
祭
」「
商
工
祭
」「
市
民
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
出
来
秋
を
喜
び
合
う
「
秋
の
祭
典
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

▼
 

格
技
場 

▲本荘第2体育館／イベント広場 

▲由利組合総合病院跡地 

ふ
れ
あ
い 

　
　
木
工
品
展 

Ｊ
Ａ
福
祉
展 

平
　
和
　
展 

愛
　
　
石
　
　
展 市　政　展 

入口 
▲ 

入口 
▲ 

事務局 

農
　
産
　
品
　
品
　
評
　
会 

由利本荘市 
・にかほ市 
小中学校 
　　書道展 

保育園児・ 
幼稚園児展 

森林組合 
木工教室 

学校給食展 

西目高校 
産業教育 
　フェア 

１ 階 
２ 階 入

口 
▲
 

由
利
本
荘
市
特
産
品
即
売
会 

米

消

費

拡

大

抽

選

会

 

農

産

物

即

売

会

 

森

林

組

合

木

工

教

室

 
◆午前◆午前10時～時～ ◆午前10時～ 

◆午後2時～ 

◆午後1時～ 

◆午後3時～ 

◆午前11時30分～ 

（民家・ 

　倉庫等） 

出
入
口 

▲
 

看  

板 

休憩 
スペース 

案内板 

案内板 

イ
ス
設
置 

ス
テ
ー
ジ 

関係者駐車場 

仮
設
ト
イ
レ 

（２基） 

ノスタルジックカー 
展示コーナー 

（
谷
地
町
会
館
） テント 

テ
　
ン
　
ト 

↑
駅
前
通
り
へ 

全国ごてんまり 
　コンクール 

事務局 ごてんまり 
　実演コーナー 

３ 階 

・工芸品展 
・刺し子実演即売 
　　　　コーナー 
・ごてんまり即売 
　　　　コーナー 

消費生活展 

２ 階 
消費生活消費生活 
相談相談コーナー 
消費生活 
相談コーナー 

保健センターへ ↑ 

シルシルバーバー 
人材人材 
フェアフェア 

シルバー 
人材 
フェア 

入口 ▲
 

市母子連手づくり展 

発明工夫展 
未来の科学ゆめ絵画展 
由利工業高校産業教育フェア 

婦人会不用品婦人会不用品 
　　コーナー　　コーナー 
婦人会不用品 
　　コーナー 

１ 階 

小
物
販
売 

喫茶室 
（事務室） 

（事務室） 

トイレ 
（身障者用） 

ごてんまり 
即売コーナー 

鶴
舞
会
館 

▲
 

（
　
／
３
〜
５
開
催
） 

１１ 

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー 

▲
 

（ 

　 

‐
１
８
３
４
） 

２２ 

・食生活改善展 
・高校生ヘルシー 
 お弁当コンクール 

ト
イ
レ

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用

身
障
者
用
） 

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用
） 

ト
イ
レ 

 

控
室 

鶴舞会館へ  ↓ ２ 階 

食
生
活
改
善 

　
　
試
食
会 

健
康
２１
計
画 

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト 

健
康
チ
ェッ
ク 

　
コ
ー
ナ
ー 

（事務室） ト
イ
レ

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用

身
障
者
用
） 

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用
） 

ト
イ
レ １ 階 

く
す
り
と 

　
健
康
展 

入
口 

▲
 

本
荘
郷
土
資
料
館 

　
　 

　
　
（
　
　
―
３
５
７
０
） 

●
企
画
展 

　
「
わ
ら
」
の
文
化
展 

●
常
設
展 

　
「
本
荘
の
歴
史
と
文
化
」 

 

本
荘
文
化
会
館 

　
　 

　
　
（
　
　
―
３
０
３
３
） 

《
ス
テ
ー
ジ
》 

●
芸
能
発
表 

　
5
日
　（
午
後
0
時
　
分
開
演
） 

　
内
容
…
民
謡
、
踊
り
、
古
典
芸
能 

　
　
　
　
バ
レ
エ
な
ど 

《
地
階
会
議
室
》 

●
由
利
本
荘
市
秋
季
俳
句
大
会 

　
　
月
　
日 

●
合
同
華
道
展 

●
絵
画
・
押
花
展 

　
4
日
　
〜
5
日 

《
地
階
ロ
ビ
ー
》 

●
茶
会 

　
5
日 

 

本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

　
　 

　
　
（
　
　
―
２
０
７
７
） 

《
体
育
室
》 

●
本
荘
由
利
菊
花
展 

　
2
日
　
〜
5
日
　 

２４ ２２ ２２ 

（日） 

（水） 

（土） （木） 

（日） 

（日） 

（日） 

３０ 

１０ 

１８ 

問い合わせ先 
市農業水産課 
（　24-6353） 

第

　

回
２

由
利
本
荘
市 

（土） 
◆午前◆午前10時～時～ ◆午前10時～ 

◆午前◆午前10時～時～ ◆午前10時～ 

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
で
は
、
巨
大
な 

「
ご
て
ん
ま
り
」
が
来
場
者
を
歓
迎 

▲
 

11月3日（金） 
◆午前8時30分～ 

11月12日（日） 
◆午前9時～ 

◆午前9時30分～ 

来
　
場
　
者
　
用
　
駐
　
車
　
場 

由利牛 
即売会 

（イベント広場 
　／本荘第2体育館前で） 

（組合病院跡地で） 



・ポリオワクチンは、急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。
・ワクチンを６週間以上の間隔をおいて２回飲むと、投与は完了です。
・予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地区で接種してください。
・詳しくは、市健康管理課または各総合支所福祉保健課へお問い合わせください。

会　　場受付時間対象児生年月対象地区曜日日

大内保健センター１２：４５～１３：１５平成１７年１２月～平成１８年７月生まれ大 内金１０

本荘保健センター１３：００～１４：００平成１７年１１月～平成１８年２月生まれ本 荘火２８

２９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

・母子手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日、受診できない場合、及び不明な点は各総合支所にご相談ください。

会　　場受付時間対象児生年月事　　業　　名対象地区曜日日

大内保健センター１２：３０～１３：１０
平成１８年６月６日～平成１８年７月７日生まれ
平成１８年３月６日～平成１８年４月７日生まれ
平成１７年１２月６日～平成１８年１月７日生まれ

４・７・１０カ月児健診大 内火７

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１６年１月・２月・３月・４月生まれ２ 歳 児 歯 科 健 診由 利火７

西目保健センター１２：３０～１２：５０平成１７年１２月・平成１８年３月・６月生まれ４・７・１０カ月児健診西 目金１０

鳥海保健センター１２：００～１２：３０平成１７年３月・４月・５月生まれ１歳６カ月児健診鳥 海火１４

大内保健センター１２：４０～１３：００平成１６年３月２７日～平成１６年７月１５日生まれ２ 歳 児 歯 科 健 診大 内
水１５

有 鄰 館１３：００～１３：３０平成１７年１２月
平成１８年１月・３月・４月・６月・７月生まれ４・７・１０カ月児健診東由利

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１５年５月生まれ３ 歳 児 健 診本 荘木１６

西目保健センター９：００～９：２０平成１６年１月・２月・３月生まれ２ 歳 児 歯 科 健 診西 目金１７

矢島保健センター１３：００～１３：１０平成１８年１月・４月・７月生まれ４・７・１０カ月児健診矢 島火２１

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年４月生まれ１歳６カ月児健診本 荘

水２２
岩城保健センター１３：００～１３：３０

平成１８年６月２６日～平成１８年６月２２日生まれ
平成１８年３月２６日～平成１８年４月２２日生まれ
平成１７年１２月２６日～平成１８年１月２２日生まれ

４・７・１０カ月児健診岩 城

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１８年１月・４月・７月生まれ４・７・１０カ月児健診由 利火２８

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１８年７月生まれ４ カ 月 児 健 診本 荘
水２９

大内保健センター１２：４０～１３：００平成１５年４月２１日～平成１５年６月２９日生まれ３ 歳 児 健 診大 内

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１８年１月生まれ１０ カ 月 児 健 診本 荘
木３０

鳥海保健センター１２：００～１２：３０平成１８年１月・４月・７月生まれ４・７・１０カ月児健診鳥 海

ポリオの予防接種（１１月）

乳幼児検診（１１月）

　

十
月
一
日
か
ら
、
療
養
病
床
に

入
院
す
る
七
十
歳
以
上
の
方
（
六

十
五
歳
以
上
の
老
人
医
療
受
給
者

を
含
む
）
の
食
費
の
負
担
額
が
変

わ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
居
住
費

（
光
熱
水
費
）
の
負
担
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
「
療
養
病
床
」
と
は
、
一
般
病

床
、
精
神
病
床
、
結
核
病
床
、
感

染
症
病
床
以
外
で
、
主
と
し
て
長

期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る

患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
病
床

を
い
い
ま
す
。

　

右
記
の
表
の
②
か
ら
④
に
該
当

す
る
方
は
、
市
が
発
行
す
る
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
費
・
居

住
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

に
は
国
民
健
康
保
険
証
（
老
人
保

健
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
証
と

老
人
医
療
受
給
者
証
）
を
お
持
ち

の
う
え
、
市
役
所
市
民
生
活
課
ま

た
は
最
寄
り
の
総
合
支
所
市
民
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
生
活
課
国
保
班

　
　
　
　
（�
　
�
６
２
４
５
）、

２４

老
保
・
福
祉
医
療
班

　
　
　
　
（�
　
�
６
２
４
４
）

２４

２８平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっては予約制の所もあります。
事前にお問い合わせください。

備　　考電話番号連　絡　先時　　間場　　所曜日日

２２－１８３４健 康 管 理 課
１０：００～１１：３０矢島小林工業�薬師堂工場

木９
１４：３０～１６：００東北電力�本荘営業所
１４：３０～１６：００小林無線工業�月１３

３３－３９８３西目保健センター１４：３０～１６：００グランドファミリー西目火２１

街頭献血２２－１８３４健 康 管 理 課
１０：００～１２：００イオンスーパーセンター

本荘店
木
（祝）２３

１３：００～１６：００

７３－３６１２岩 城 総 合 支 所
福 祉 保 健 課

９：３０～１２：００
岩城総合支所（岩城会館）水２９

１３：００～１６：３０

献 血 ご協力ください ―　１１月献血日程　―

１１月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更になる場合も
　あります。

▽問い合わせ…本荘由利広域休
　　日応急診療所（堤脇３０：旧
　　医師会病院�２４－３９１７）・
　　平日は福祉保健部健康管理
　　課（本荘保健センター�２２
　　－１８３４）

医　師　名曜日日
佐 藤 伸 逸金３
作左部　　　貢日５
作左部　　　昇日１２
西 成 民 夫日１９
海 法 恒 男木２３
菊 池 四 郎日２６

内科・小児科

休日応急診療所
午前１０時～午後４時

申し込まれた方には通知書を配布しています。自己負担金とともにお持ちください。

対　象　地　区時　　間会　　場月　日
木在・川原小坂・田中・砂子沢・杉
沢・沢内・小板戸９：３０～１０：３０杉 沢 会 館

１１月６日
（月）

坂之下郷内・坂之下１１：００～１１：２０坂之下会館
荒沢・矢越・谷地沢・桃野１３：００～１３：３０荒 沢 会 館
長泥・大川原・新町１３：５０～１４：３０大川原会館
持子・八ツ杉・中山・上野・上野平・
十二ケ沢・軽井沢９：３０～１０：００立石児童館

１１月７日
（水）

新所・元町郷内・御嶽１０：２０～１１：００新 所 会 館

矢島町・家中新地・丸森・田中町・新
丁・舘町・七日町・城新・水上・上ノ
山小杉沢・針ケ岡

１３：００～１５：１５
矢 島
福 祉 会 館

山寺・豊町・羽坂・中屋敷・上新荘・
九日町・須郷田・成沢・田沢・金ケ
沢・上原

９：３０～１１：３０矢 島
保 健
セ ン タ ー

１１月８日
（木）

下山寺・栄町・栄町住宅・小田・沖小
田・小田住宅・築館・熊之子沢・濁川１３：００～１４：３０

矢島地域
大腸がん検診

検　診　料　金対　象　者検　診　名
７０歳以上：２００円　６９歳以下：５００円３０歳以上大腸がん検診

※生活保護世帯の方は、自己負担額が無料となりますので、受付時に「緊急時医療依頼
　証」を提示してください。

■検診料金一覧　　　　　　　　　　　　　年齢基準日／平成１９年３月３１日

問い合わせ先
　市健康管理課
　　（本荘保健センター内�２２－１８３４）
　または各総合支所福祉保健課へ

変　更　後変　更　前
居住費

（１日単位）
食　費

（１食単位）
食　費

（１食単位）

３２０円

４６０円２６０円①市民税課税世帯の方

２１０円
２１０円

②非課税Ⅱの方（注１）（過去１年間の入院が９０
日超の場合　　１６０円）

１３０円
１００円

③非課税Ⅰの方（注２）

な　し１００円④非課税世帯に属する
　老齢福祉年金受給者

変わりました�　療養病床に入院する７０歳以上の方の食費などの負担額

※
注
１
）　　

②
の
該
当
は
市

民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す

る
方
で
す
。

※
注
２
）　
　
③
の
該
当
は
②

の
世
帯
の
う
ち
世
帯
員
全
員

の
所
得
が
一
定
の
基
準
に
満

た
な
い
世
帯
に
属
す
る
方
で

す
。

国
民
健
康
保
険
と

老
人
保
健
か
ら
の

お
知
ら
せ



３１ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

【
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）】

▽
と
き　
　

月　

日�
、　

日�
、

１１

１０

１７

　
　

日�
　

午
後
１
時
〜
５
時

２４
▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

▽
内
容　

生
活
環
境
問
題
、
家
庭
問

　

題
な
ど

【
行
政
・
人
権
市
民
相
談
】

▽
と
き　
　

月
８
日�
　

午
前　

時

１１

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
付
属
会
館
２
階

　

１
号
室

【
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

▽
と
き　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

【
公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談（
要
予
約
）】

▽
と
き　
　

月
９
日�
　

午
前
９
時

１１

　
　

分
〜
正
午

３０
▽
と
こ
ろ　

市
役
所
付
属
会
館
２
階

　

２
号
室

▽
内
容　

遺
言
・
相
続
・
金
銭
・
土

　

地
建
物
の
賃
貸
な
ど
に
つ
い
て

▽
各
種
無
料
相
談
の
申
し
込
み
・
問

　

い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室（�
　
　　�
　
６
２
５
１
）

２４

　

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

の
女
性
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

　

後
７
時　

分
（
土
・
日　

午
前　

３０

１０

　

時
〜
午
後
５
時
）

　

お
年
寄
り
や
家
族
の
方
々
の
福
祉
、

介
護
、
法
律
な
ど
、
親
身
に
な
っ
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

　

法
律
問
題
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１
時

１１

１０

　

〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
相
談
員　

専
門
相
談
員（
弁
護
士
）、

　

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談

　

員
、
市
の
心
配
ご
と
相
談
員

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（�

　

０
１
８　　�
　
８
２
９　　�
　
４
１
６
５
）

▽
と
き　
　

月　

日�
、　

日�
　

１１

１７

１８

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
問
い
合
わ
せ
先　
　

月　

日�
ま

１１

１６

　

で
、
東
北
税
理
士
会
本
荘
支
部
（�

　
　
　　�
　
１
０
３
３
）

２３

　

県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
（
人
材
部
門
）
は
、
福
祉
の
仕

事
に
つ
い
て
「
知
り
た
い
」「
相
談
し

た
い
」
方
の
た
め
の
窓
口
で
す
。

　

今
、
福
祉
職
場
で
は
、
人
材
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

　

後
５
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
福
祉
保
健
人

　

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
（
人
材
部
門
）

　
　
（�
０
１
８　　�
　
８
６
４　　�
　
２
８

　

８
０
）

　

交
通
・
労
働
・
自
然
災
害
で
父
ま

た
は
母
を
亡
く
し
た
り
、
前
記
の
災

害
で
著
し
い
障
害
者
と
な
っ
た
父
ま

た
は
母
を
も
つ
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
（
遺
児
）
を
養
育
し
て
い
る
方

に
は
、
次
の
援
護
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
見
舞
金　

災
害
で
遺
児
と
な
っ
た

　

と
き
、
遺
児
１
人
に
つ
き　

万
円

１０

②
入
学
祝
金　

遺
児
が
小
学
校
、
中

　

学
校
（
特
殊
学
校
含
む
）
に
入
学

　

し
た
と
き
、
１
人
に
つ
き
５
万
円

③
激
励
金　

遺
児
１
人
に
つ
き
年
３

　

万
円

④
卒
業
祝
金　

遺
児
が
義
務
教
育
を

　

終
了
し
た
と
き
、
１
人
に
つ
き
５

　

万
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課
（�
　
　　�
　
６
３
１
９
）、�
秋

２４

　

田
県
災
害
遺
児
愛
護
会
（�
０
１

　

８　　�
　
８
６
４　　�
　
２
７
１
７
）

　

過
去
に
石
綿
を
製
造
し
た
り
、
取

り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
方
で
、
会

社
が
廃
業
し
た
な
ど
の
理
由
で
石
綿

健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
退

職
者
は
、
国
の
費
用
で
健
康
診
断
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　

左
記
①
〜
④
の
条
件
を
す

　

べ
て
満
た
し
て
い
る
者

　

①
従
事
し
た
石
綿
作
業
が
特
定
で

　

き
る
こ
と

　

②
石
綿
に
ば
く
露
し
て
か
ら　

年
１０

　

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

　

③
勤
務
し
て
い
た
会
社
等
が
廃
止

　

・
倒
産
な
ど
に
よ
り
、
石
綿
健
康

　

診
断
を
受
診
で
き
な
い
状
況
に
あ

　

る
こ
と

　

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を

　

所
有
し
て
い
な
い
こ
と

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

月　

日�
ま
で
、
秋
田
労
働
局

１１

１７

　

安
全
衛
生
課（�
０
１
８　　�
　
８
６

　

２　　�
　
６
６
８
３
）

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と　
　
　

無
料
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

月　

日　

〜　

日　

は　
　
　
　
　
　

１１

１３

（月）

１９

（日）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

１
人
で
悩
ま
ず
電
話
を
く
だ
さ
い　
　

�
０
５
７
０　�
　
０
７
０　�
　
８
１
０

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

福
祉
の
仕
事
の
紹
介
や　

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す　

災
害
遺
児
の
養
育
者
に
は　
　

援
護
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

無
料
で
で
き
ま
す　
　
　
　
　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
診
断

訂
正
・
お
わ
び

　
　

月　

日
号
発
行
本
紙　
�
「
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
汲
み
取
り
料
金
改

１０

１５

１５

定
の
お
知
ら
せ
」
の
中
で
、
改
定
料
金
の
表
の
下
段
「
基
本
料
金　
　
�
ま
で
」

１８

と
あ
る
の
は
、「
超
過
料
金　
　
�
毎
」
の
誤
り
で
す
。

１８

　

ま
た
、
６�
「
岩
城
地
域
文
化
祭
」
の
中
の
「
移
動
美
術
館
」
は
誤
記
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

暮らしのお知らせ

３０

　◎本荘図書館　�２２－４９００
○１１月のおはなし会

▽とき…１１月１１日�　午後２時～

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居、他
　　作って遊ぼう
○１１月の展示
・今年の文学賞（一般）
・今年の文学賞（児童）

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…１１月１７日�　午後３時３０分
○１１月の展示
・作家「折原　一」特集
・愛のお話・恋のお話 特集
・絵本「中川ひろたか」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○読み聞かせ会「秋の読書まつり」

▽とき…１１月４日�　午前１０時～１１時３０分、
　　午後１時３０分～３時

▽ところ…由利図書館幼児室

▽内容…エプロンシアター、大型絵本、紙芝
　　居、作って遊ぼう「飛び出す絵本に挑戦！」

◎１１月の休館日
・本荘図書館＝３日�、１９日�、２３日�
　　　　　　　３０日�
・岩城図書館＝３日�、６日�、１３日�
　　　　　　　２０日�、２３日�、２７日�
・由利図書館＝２３日�

　

来
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
と
し
て
十
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、

第
四
十
二
回
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
が
、
本
市
、
に
か
ほ
市
、
秋
田
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格

を
目
指
す
三
十
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の

大
会
。
一
回
戦
か
ら
全
国
レ
ベ
ル
の
好
ゲ
ー

ム
が
続
き
、
緊
迫
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

西
目
サ
ッ
カ
ー
場
で
も
一
回
戦
三
試
合
、

二
回
戦
二
試
合
、
準
決
勝
二
試
合
の
計
七
試

合
が
行
わ
れ
、
間
近
で
見
る
華
麗
な
ド
リ
ブ

ル
や
パ
ス
、
迫
力
あ
る
シ
ュ
ー
ト
シ
ー
ン
に
、

観
戦
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
は
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
仁
賀
保
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で

行
わ
れ
た
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
（
長
崎
）

対
静
岡
Ｆ
Ｃ
（
静
岡
）
の
決
勝
戦
は
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
後
半
に
挙
げ
た
一
点
を

守
り
き
っ
て
静
岡
Ｆ
Ｃ
に
競
り
勝
ち
、
見
事

初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

準決勝ニューウェーブ北九州対静岡ＦＣの攻防

　

こ
の
た
び
、
矢
島
地
域
の
畑
山

留
美
子
さ
ん
（
矢
島
町
七
日
町
）

か
ら
、
あ
き
た
わ
か
杉
国
体
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ス

ギ
ッ
チ
」
が
描
か
れ
た
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

畑
山
さ
ん
は
、
矢
島
地
域
の
体

育
指
導
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
来
年
の
国
体
へ
の
盛

り
上
が
り
が
も
う
一
つ
欠
け
て
い

る
と
感
じ
、
市
内
で
行
わ
れ
る
十

競
技
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
盛
り
上

げ
た
い
と
思
い
、
九
月
に
開
催
さ

れ
た
国
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
（
第
五
十
八
回
全

日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
）
に
間
に
合
う
よ
う
に

七
月
か
ら
製
作
。
二
カ
月
間
か
け

て
競
技
別
の
ス
ギ
ッ
チ
を
配
置
し
、

完
成
。
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、

「
あ
き
た
わ
か
杉
国
体
」
の
ロ
ゴ

の
部
分
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
ギ
ッ
チ

は
、
市
役
所
入
り
口
に
展
示
さ
れ
、

市
内
開
催
競
技
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
キ
イ
キ
と
し
た
十
二
種

類
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス

ギ
ッ
チ

来
年
の
国
体
に
向
け
て
、

「
よ
り
一
層
地
域
を
挙
げ

て
盛
り
上
げ
た
い
」
と
語
る

畑
山
さ
ん



３３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

　

自
分
自
身
の
夢
や
、
幸
福
感
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
前
向

き
に
子
育
て
す
る
。
そ
ん
な
親
子
関

係
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１
時

１１

１９

　
　

分
〜
４
時

３０
▽
と
こ
ろ　

西
目
「
シ
ー
ガ
ル
」

▽
内
容

・
基
調
講
演

　

演
題
「
よ
い
子
、
わ
る
い
子
、
普

　

通
の
子
、
結
局
や
っ
ぱ
り
あ
な
た

　

の
子
」

　

講
師　

石
垣
政
和
さ
ん
（
テ
レ
ビ

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
パ
ー
ソ
ナ
リ

　

テ
ィ
ー
）

・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

談
話
者　

石
垣
政
和
さ
ん
、
齊
藤

　

良
子
さ
ん
（
自
家
焙
煎
珈
琲
豆
専

　

門
店
「
彩
豆
」
経
営
）、
海
老
名

　

保
さ
ん
（
ネ
イ
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
代
表
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

　

県
民
生
活
班
（�
　
　　�
　
５
４
３
２
）

２２

　

自
ら
も
大
手
デ
パ
ー
ト
、
ホ
テ
ル

な
ど
で
接
客
と
販
売
を
経
験
し
、
日

産
自
動
車
で
講
座
も
担
当
し
た
講
師

が
、
現
場
に
即
し
た
「
顧
客
満
足
」

に
つ
い
て
講
演
。
社
員
研
修
に
も
最

適
で
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
４
時
〜

１１

１５

　
　
（
入
場
無
料
）

▽
と
こ
ろ　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
講
師　

伊
藤
智
恵
子
さ
ん
（
ソ

　

フ
ィ
ア
ハ
ー
モ
ニ
ー
代
表
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
�
本
荘
法
人
会
青
年
部
会
（�
　
２４

　
　　�
　
３
０
５
０
）

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時

１１

２６

１０

　

〜　

時　

分

１１

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
文
化
会
館

▽
説
明
概
要　

　

①
操
縦
者
法
に
基
づ
く
遵
守
事
項

　

違
反
（
点
数
と
行
政
処
分
）

　

②
操
縦
者
法
に
基
づ
く
試
験
問
題

　
　
（
学
科
・
実
技
）
解
説
と
合
格
基

　

準

　

③
旧
４
級
・
５
級
免
許
取
得
者
の

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ

　

る
実
技
免
除
の
１
級
資
格
取
得

　

④　

歳
９
カ
月
か
ら
受
け
ら
れ
る

１５

　

免
許
資
格

　

※
海
に
学
ぶ
タ
ロ
ウ
塾
の
受
講
料

　

支
援
に
つ
い
て
（　

歳
９
カ
月
〜

１５

　
　

歳
未
満
の
男
女
）

２０

　

※　

歳
代
（
ボ
ー
ト
免
許
学
科
講

６０

　

師
）
無
料
養
成
講
座
に
つ
い
て

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

月　

日�
ま
で
、
マ
リ
ン
ラ
イ

１１

２４

　

セ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
東
北
事
務
所

　
（�
０
２
３
４　　�
　　
　　�
　
１
７
３
０
）

３５

　

水
林
海
岸
防
備
林
に
ク
ロ
マ
ツ
苗

木
千
本
を
植
樹
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時
〜
正
午

１１

１１

１０

▽
集
合
場
所　

市
水
林
国
有
林
（
本

　

荘
由
利
卸
売
市
場
向
か
い
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

月
９
日�
ま
で
、
水
林
海
岸
防

１１

　

備
林
を
松
く
い
虫
か
ら
再
生
す
る

　

会
事
務
局
（
由
利
森
林
管
理
署
内

　
�
　
　　�
　
１
０
７
６
）

２２

　

わ
か
ば
健
ゆ
う
会

（
斉
藤
斎
会
長
）
の
皆

さ
ん
が
、
ぱ
い
ん
す
ぱ

新
山
の
敷
地
内
に
、
ス
イ
セ
ン
の
球

根
千
球
を
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
社
友
会
の
皆
さ
ん
が
、
秋

季
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
、
本
荘
公

園
の
桜
に
施
肥
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
母
ち
ゃ
ん
・
父
ち
ゃ
ん

育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

テ
ー
マ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
達
人

法
人
会
講
演
会
「
好
か
れ
る
技
術
」　　
　

　
「
小
型
船
舶
操
縦
者
法
」
の

無
料
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　本荘公園「修身館」では、『チロヌップ
のきつね』、『ロマン絵物語』などで知られ
る東由利地域出身の童話作家・高橋宏幸さ
んの童話原画と絵本の展示を行っています。
　この機会に、心のオアシス・童話の世界
に触れてみてはいかがでしょうか。

▽展示期間
　・前期　１１月１２日�まで
　・後期　１１月１３日�～１２月２６日�

▽ 問い合わせ先　教育委員会生涯学習推
　　進課（�２４－６２８４）
※修身館開館時間は午前９時～午後５時
です。

「高橋宏幸童話原画展」開催中「高橋宏幸童話原画展」開催中

　
「
海
岸
林
再
生
植
樹
」
の
参
加
者
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

の
皆
さ
ん
が
、　

月
第
３
水
曜
日
の

１０

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
ち
な
み
、
駅

前
交
差
点
付
近
約
１�
の
路
上
の
清

掃
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

暮らしのお知らせ

３２平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

【
公
開
セ
ミ
ナ
ー
】

▽
と
き　
　

月
８
日�
　

午
前　

時

１１

１０

　

〜
午
後
０
時　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

中
央
男
女
共
同
参
画
セ

　

ミ
ナ
ー
（
ア
ト
リ
オ
ン
７
階
）

【
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

セ
ミ
ナ
ー
同
日
、

　

ぽ
ぽ
ろ
ー
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
男
女
共
同
参

　

画
課
調
整
・
企
画
班
（�
０
１
８

　
　　�
　
８
６
０　　�
　
１
５
５
５
）

　

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
由

利
地
域
の
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。　

　

普
段
あ
ま
り
環
境
に
関
心
の
な
い

人
も
こ
の
機
会
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
全
員
に
マ
イ
バ
ッ
ク
な
ど

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時

１１

１８

１０

　

〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

西
目
「
シ
ー
ガ
ル
」

▽
内
容　

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
展
示
、
体

　

験
発
表
、
講
演
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
作

　

成
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
寸
劇
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
環
境
公
害
班
（�
　
　　�
　
４
１

２２

　

２
１
）

　

各
地
域
の
民
俗
芸
能
を
紹
介
し
、

伝
承
し
て
い
く
た
め
、
民
俗
芸
能
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
本
海

流
番
楽
（
鳥
海
地
域
な
ど
）
や
日
役

町
獅
子
踊
り
（
本
荘
地
域
）、
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
・
潟
保
八
幡
神
社

神
楽
（
西
目
地
域
）
な
ど
が
一
堂
に

会
し
、
競
演
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１
時
〜

１１

１９

▽
と
こ
ろ　

農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー
（
大
内
地
域
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

　

化
課
（�
　
　　�
　
６
２
８
８
）

２４

　
　

エ
ク
セ
ル
１
（
表
計
算
基
礎
）

　

・　

月
４
日�
〜
５
日�

１２

　
　

年
賀
状
（
筆
ま
め
ソ
フ
ト
）

　

・　

月
７
日�
〜
８
日�

１２

　
  
エ
ク
セ
ル
２（
表
計
算
と
グ
ラ
フ
）

　

・　

月　

日�
〜　

日�

１２

１１

１２

　
　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン

　
　

テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

・　

月　

日�
〜　

日�

１２

１４

１５

　
　

エ
ク
セ
ル
３（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

　

・　

月　

日�
〜　

日�

１２

１８

１９

　
　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン

　
　

テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

　

４
時

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
１０

▽
受
講
料　

各
コ
ー
ス
４
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

職
業

　

訓
練
協
会
（�
　
　　�
　
５
５
０
２
）

２３

　

佐
藤
智
恵
子
さ
ん

・
刺
し
子　

井
上
由
美
子
さ
ん
、
佐

　

藤
久
子
さ
ん

▽
受
講
料　

各
千
円

▽
定
員　

各　

人
２０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

月　

日�
ま
で
、
本
荘
総
合
支

１１

１５

　

所
産
業
課
（�
　
　　�
　
６
３
４
９
）

２４

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
自
衛
官
２
次
募
集
】

▽
対
象

　

①
進
路
が
未
定
の
学
生
、
高
校
生

　

②
雇
用
機
会
が
得
ら
れ
な
い　

歳
２７

　

未
満
の
健
康
な
男
子

▽
採
用
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　
（
平
成　

年
３
月
入
隊
）

１９

▽
試
験
予
定　
　

月
中
旬
お
よ
び　

月
中
旬

１１

１２

【
自
衛
隊
生
徒
の
募
集
】

▽
対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
男
子（　

歳
以
上　

歳
未
満
）

１５

１７

▽
試
験
日　

平
成　

年
１
月　

日�

１９

１３

▽
申
込
期
限　

平
成　

年
１
月
９
日�

１９

▽
募
集
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

由
利
本
荘
地
域
事
務
所
（�
　
　　�
　
２２

　

３
４
７
９
）

▽
と
き
・
内
容

　

・　

月　

日�
〜　

日�

１１

２８

２９

▽
工
事
概
要　

木
造
平
屋
建
Ａ
＝

　
　

・　

平
方�
（　

坪
）

１２

４２

３．７５

▽
参
加
条
件　

　

①
建
築
業
を
営
む
市
内
業
者
（
法

　

人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
）

　

②
市
お
よ
び
県
の
等
級
格
付
を
有

　

し
て
い
な
い
業
者

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

月　

日�
ま
で
、
入
札
課
（�

１１

１５

　
　
　　�
　
６
２
２
１
）

２４
※
平
成　

・　

年
度
入
札
参
加
資
格

１７

１８

申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合
で
も
、

本
荘
公
園
管
理
用
具
庫
新
築
工
事
の

入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
書
類
審
査
後
、
指
名
と
な
っ
た
業

者
に
は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
、　

日�
、　　

１１

２７

２８

３０

　

日�
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

・
ご
て
ん
ま
り　

佐
藤
悦
子
さ
ん
、

由
利
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ー

　市内で発掘調査を実施した遺跡に
ついて、調査報告書を作成しました。
実費で頒布いたしますので、ご希望
の方は、下記の場所でお買い求めく
ださい。
書名と価格
『上谷地遺跡（第２次調査）』

…　３００円
『山崎館・蒲田館

　確認調査報告書』…　５００円
頒布場所
　本荘郷土資料館
　　（�２４－３５７０）
　由利教育事務所生涯学習課
　　（�５３－２２４５）
問い合わせ先
　各頒布場所または教育委員会文化
課（�２４－６２８８）

埋蔵文化財調査報告書を埋蔵文化財調査報告書を
頒布いたします頒布いたします

自
衛
官
・
自
衛
隊
生
徒
を

募
集
し
ま
す　
　
　
　
　

本
荘
公
園
管
理
用
具
庫
新
築
工
事

入
札
参
加
者
を
募
集
し
ま
す　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か　
　
　
　

ご
て
ん
ま
り
・
刺
し
子
教
室

　
　
　
　
　
（
初
級
・
中
級
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習

　
「
由
利
本
荘
市
民
俗
芸
能
大
会
」
へ

ご
来
場
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　

坂之下番楽
（矢島地域）

参
加
し
ま
せ
ん
か　
　
　
　

　
「
許
さ
な
い
。
Ｄ
Ｖ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　２００６
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地域情報コーナー

■１１月の健康相談

▽内　容　血圧測定、生活習慣病予防、その他

▽時　間　午前９時３０分～１１時３０分
■湯ったりほのぼの教室

▽とき・内容　１１月２１日�
　　午前９時～１１時３０分：健康相談
　　午前１０時～１１時：効果的な温泉療法・健康体操

▽ところ　鶴舞温泉中広間

 
■「仙道番楽」鑑賞会へどうぞ
　県指定無形民俗文化財「仙道番楽」
（羽後町）が、石沢地区文化祭に特別
出演！ぜひご鑑賞ください。

▽と　き　１１月１２日�　
　　午後１時３０分～（予定）

▽ところ　石沢小学校体育館

■市民講座「本荘由利の民俗学」に参加しませんか
　次世代に語り継がなければならない貴重な財産「民俗
文化」について学びましょう。

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム　　 ▽定　員　各回３０人

▽とき・内容等　時間はいずれも午後１時３０分～３時

■フィットネスジム登録講習会

▽と　き　１１月９日�　午後６時～、２５日�　午後２時～

▽ところ　アクアパル　　 ▽定　員　２５人（先着順）

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
　※事前に電話等でアクアパルへお申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」出店者募集

▽と　き　１１月１２日�　午前９時～正午

▽ところ　アクアパル（屋内１５区画・１区画＝約１坪）

▽内　容　不用になった日用雑貨、衣類、書籍など　

▽出店料　無料　　 ▽申込期限　１１月９日�

■本荘南中学校２９期生３３歳年祝い同期会
　対象となる昭和５０年度生まれの皆さんには、往復ハガ
キによるご案内を発送しますが、当日の混乱を避けるた
め、事前に会費の振込みをお願いします。金額と口座番
号をお間違えの無いようご入金ください。

▽と　き　平成１９年１月２日�　
　　正午～おはらい、午後１時３０分～同期会

▽ところ　ホテルアイリス

▽振込み先　秋田銀行本荘支店（普通）１４８６４１
　　口座名義　由利本荘市立南中学校第２９期年祝い委員会

▽お問い合わせ　事務局・冨樫さん（�０９０－７０６１－３８１１）

本 荘 地 域本 荘 地 域

アクアパル　�２２－５６１１健康管理課（本荘保健センター内）　�２２－１８３４

石沢公民館　�２９－２１１１

本荘公民館　�２２－０９００

場　　　所日

小友公民館

１２日�
松ヶ崎体育館

南内越コミュニティ体育館

北内越公民館

石沢生活改善センター１７日�

子吉公民館２７日�

講　　師内　　容日

小松順之助さん
（旧東由利町教育
委員長）

「高瀬川と人々の
くらし」～東由利地域

１１月１１日
�

三浦良隆さん
（旧由利町教育委
員会学芸主事）

「子吉川中流域の
民俗文化」
～由利地域

１１月１８日
�

齋藤壽胤さん
（ＮＰＯ日本民俗
経済学会理事）

「天神信仰と子ども
－岩城亀田の刻参りを中心として－」

～岩城地域

１１月２５日
�

池田正治さん
（旧西目町文化財
保護審議会会長）

「西目地域の
念仏講について」

～西目地域

１２月２日
�

■「第４６回鳥海弘毅顕彰剣道大会」へおいでください
　旧岩城町出身で、戦前の�大日本武徳会創立功労者で
ある鳥海弘毅先生の業績をたたえ、友好と親睦を深める
ことを目的に開催する大会です。

▽と　き　１１月１８日�　
　　開会式：午前９時～、競技開始：午前９時３０分～

▽ところ　岩城総合体育館

■（独）宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部主催
　　「宇宙学校・あきた」～宇宙のなぞにせまりたい～
　宇宙科学の研究者が皆さんの質問にわかりやすくお答
えする質問コーナーや、宇宙映画の上映などもあります。

▽と　き　１１月２５日�　午前９時３０分～午後４時１５分

▽ところ　岩城会館（岩城総合支所となり）※参加無料

▽申し込み方法　往復はがきの往信部分裏面に住所・氏
　　名・電話番号を明記の上、下記まで郵送でお申し込
　　みください。（市内の小中学生の申し込みは、学校ご
　　との取りまとめになります）

▽申し込み・問い合わせ先　１１月１７日�まで、〒０１８－
　　１３９２　岩城内道川字新鶴潟５０　岩城教育事務所（�
　　７３－２４６８）

岩 城 地 域岩 城 地 域

生涯学習課　�７３－２４６８

教　育　課　�７３－２４６８

３４平成１８年１１月１日号　　広報ゆりほんじょう

地域情報コーナー

■「ゆりまつり」楽しいイベント満載です！

▽と　き　１１月３日�、４日�　午前９時～午後４時

▽ところ　由利公民館（善隣館）、由利体育館、武道館、
　　由利図書館、由利海洋センター

▽内　容　文化講演会、親子読書感想発表会、芸文協合
　　同芸能発表会、由利中駅伝大会、各種コーナーなど

由 利 地 域由 利 地 域

振興課　�５３－２１１２

■市総合体育館トレーニングルーム年会員を募集中です
　会員になると、通常１回５００円のトレーニングルーム利
用料が不要の上、専用のトレーニング管理システムが利
用できます。トレーナーも常勤していますので、トレー
ニングのアドバイスも受けられます。

▽年会費　８，０００円　　 ▽有効期間　加入日より１年間

▽トレーニング管理システムメニュー例
　　ダイエットメニュー、高齢者のためのメニュー、下
　　半身強化メニューなど

▽申し込み・問い合わせ先　市総合体育館（�６２－０５００）

大 内 地 域大 内 地 域

生涯学習課　�６５－２２１０

■西目保健センターの開放日（１１月）をご利用ください
　子育てをしているお母さんと赤ちゃんが、広いスペー
スで思いっきり親子のふれあいが持てるように、西目保
健センターの集団指導室を開放しています。楽しい遊具
も準備しています。

▽開放日　１日�、６日�、８日�、１４日�、１６日�、
　　２０日�、２４日�、２７日�、２９日�

▽時　間　午前１０時～午後３時
■親子のスキンシップ教室

▽と　き　１１月２９日�　午前１０時～

▽ところ　西目保健センター

▽対　象　２カ月児からの親子
■かしわ温泉で健康相談を行います

▽と　き　１１月１６日�　午前１０時～

■西目保育園「ふれあい保育」を行います
　お子さんを保育園でのびのびと遊ばせてみませんか。
今回は「人形劇」を見て楽しく過ごします。この機会に、
ぜひ遊びに来てください。

▽と　き　１１月２２日�　午前９時４０分～１１時

▽ところ　西目保育園

▽対　象　０歳～３歳の未就園児（保護者同伴）

西 目 地 域西 目 地 域

西目保健センター　�３３－３９８３

■鳥海荘休館日のお知らせ
　施設メンテナンスなどのため、
下記の期間は休館となります。

▽と　き　１１月６日�～１０日�

■バス乗車券を交付します

▽対　象　鳥海地域に住所を有し、１８年度内で満７０歳以
　　上の方

▽内　容　１人につき１００円券１１枚綴りを２冊交付

▽申　請　鳥海総合支所福祉保健課、またはお近くの各
　　出張所へ

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

産業課　�５７－２２０５

■東由利地域「防災訓練」が行われます

▽と　き　１１月５日�　午後２時３０分ころ～３時３０分ころ

▽ところ　東由利宿字大琴地内
　※車両の通行に支障が出る場合がありますので、ご注
　　意ください。

■八塩パークゴルフ場営業終了のお知らせ
　八塩パークゴルフ場は、１１月１０日�をもって、今シー
ズンの営業を終了いたします。

▽問い合わせ先　八塩いこいの森センターハウス（�６９
　　－２３３２）

東由利地域東由利地域

市民課　�６９－２１１７

■青少年ホーム休館日

▽と　き　１１月２６日�と日曜・祝日の夜間（午後５時～）

■１１月から「利用時間」と「送迎バス運行時間」が
　変更になります
◎利用時間

▽変更後　午前９時～午後６時３０分
　※入浴は午前１０時～午後６時です。

▽変更する期間　１１月１日～３月３１日
◎送迎バス

▽変更後の運行回数　月２回
　※対象地区の方には、「送迎バス運行のお知らせ」を
　　配布しています。確認の上ご利用ください。
■寿康苑休館日

▽と　き　１１月５日�、１３日�

矢 島 地 域矢 島 地 域

生涯学習課　�５６－２２０３

西目保育園　�３３－２０２２

福祉保健課　�５７－３５０１

産業課　�６９－２１１６

寿康苑　�５６－２９４０
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■第１７回９人制家庭婦人バレーボール大会

▽とき…１１月１９日�　午前９時開会式

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽参加費…１人２５０円

▽申し込み・お問い合わせ…１１月１５日�まで岸田さん
　　　（�２３－２２０３）
■「西馬音内盆踊りサークル」で楽しんでみませんか

▽とき…１１月２４日�　午後６時３０分～８時３０分

▽ところ…砂子下コミュニティセンター２階

▽持ち物…浴衣　　 ▽指導…藤陰小枝氏

▽お問い合わせ…佐藤さん（�２３－３８７９）
■秋田県ボランティア・市民活動研究集会ｉｎゆり

▽とき…１１月２５日�　午後１時～４時３０分

▽ところ…広域交流センター

▽内容…風変わりなフォーラム、（地元貢献会社の自
　　慢大会、地元ボランティア団体による自慢大会）、
　　バザーなど　　※バザー出店団体も募集中です。

▽申し込み・お問い合わせ…高橋さん（�・ＦＡＸ６２
　　－６０７８、Ｅメール aya043@mail.edinet.ne.jp）
■第４回男女混合９人制親善バレーボール大会

▽とき…１２月３日�　午前９時開会式

▽ところ…南内越体育館

▽内容…女子３人以上　　 ▽参加費…１人３００円

▽お問い合わせ…１１月２８日�まで森山さん（�２２－
　　８０８３）

〈１０月１日～１０月１７日受付分〉
井　島　 羚 　 良 ちゃん（　敦　さん）本田仲町

れい ら

金　　　 雅 　 桜 ちゃん（和　男さん）薬師堂
ま お

嵯　峨　 悠 　 仁 ちゃん（　悟　さん）南の股
ゆう と

佐　藤　 心 　 月 ちゃん（貴　俊さん）薬師堂
み づき

�　橋　　　 龍 ちゃん（　誠　さん）石脇
りゅう

杉　渕　 莉 　 穏 ちゃん（暢　彦さん）石脇
り のん

三　浦　 大 　 幹 ちゃん（和　彦さん）御門
だい き

阿　部　 恭 　 介 ちゃん（博　之さん）井戸尻
きょう すけ

村　木　 悠 　 奈 ちゃん（克　也さん）石脇
ゆう な

佐　藤　 旺 　 太 ちゃん（義　美さん）松ヶ崎
おう た

石　井　 葵 　 衣 ちゃん（　敦　さん）東梵天
あお い

�　橋　 未  来  矢 ちゃん（政　治さん）三条
み き や

木　島　 優 　 也 ちゃん（　茂　さん）大鍬町
ゆう や

小　番　 楓 　 真 ちゃん（清　喜さん）矢島町立石
ふう ま

三　浦　　　 巧 ちゃん（　剛　さん）岩城内道川
たくみ

畠　山　 瑠 　 花 ちゃん（　誠　さん）岩城町二古
る か

大　野　優
ゆう

   　 也 ちゃん（　賢　さん）中館
や

高　橋　まなかちゃん（英　樹さん）東由利黒渕
野　村　 順 　 成 ちゃん（達　也さん）西目町出戸

じゅん せい

佐　藤　　　 築 ちゃん（　崇　さん）鳥海町栗沢
きずく

（　）は保護者

おくやみ申し上げます

佐々木誠一郎氏（元西目町長、旧西目町自治功労
者・西目町沼田）は、１０月４日永眠されました。氏
は、昭和２９年秋田県に奉職して以来２５年間、秋田県
土木部次長、土木部長等を歴任し、豊富な行政経験
と卓越した識見をもって地方自治の発展に貢献され
ました。昭和６１年に旧西目町長に当選以来、２期８
年にわたり在職し、町政の発展および広域行政、地
方分権の推進などに尽力。一町融和・全町公園の町
づくりなど、高邁な政治信念をもって地方自治の発
展および住民福祉の向上に多大な貢献をされました。
享年８２歳。　

今野英信氏（旧本荘市功労者・御門）は、１０月９日
午前７時２１分永眠されました。氏は、昭和３４年４月
から昭和４６年３月まで３期１２年にわたり、本荘市議
会議員として旧本荘市の発展に尽力されました。ま
た、昭和２６年４月から昭和３０年４月までは旧岩谷村
議会議員を、昭和４６年４月から昭和５４年４月までは
２期８年間にわたり、秋田県議会議員を務められ、
この間、議会選出監査委員を歴任されるなど、地方
自治の発展・向上に貢献されました。平成６年１１月
旧本荘市地方自治功労者顕彰。享年８８歳。

〈９月３０日～１０月１７日受付分〉
�　�　幸一郎さん（９１歳）薬師堂
佐　藤　チ　ヱさん（９２歳）薬師堂
�　野　ハ　ルさん（９３歳）畑谷
渡　邊　�　雄さん（９０歳）八幡下　
齋　藤　一　郎さん（７６歳）石脇
佐　藤　イ　クさん（７７歳）裏尾崎町
�　橋　　　登さん（８０歳）裏尾崎町
遠　藤　利　一さん（７５歳）内越
池　田　フサオさん（９４歳）裏尾崎町
工　藤　徳　治さん（７１歳）荒町
佐々木　オミネさん（８１歳）花畑町
井　島　文　子さん（６３歳）薬師堂
土　門　オリエさん（９０歳）藤崎
鈴　木　仁　造さん（７０歳）石脇
佐　藤　ミ　サさん（６４歳）松ヶ崎
牧　　　隆　夫さん（５６歳）矢島町矢島町
三　船　安　朗さん（８３歳）矢島町七日町
佐　藤　弘　子さん（４２歳）岩城内道川
二　部　スヱノさん（８６歳）岩城下黒川
佐　藤　ナオヱさん（９３歳）岩城道川
今　野　萬次郎さん（６３歳）岩城亀田亀田町
今　野　カ　ネさん（７９歳）岩城君ヶ野
三　浦　ワカナさん（９４歳）森子
佐々木　末治郎さん（９０歳）川西
高　橋　勘一郎さん（７３歳）町村
東海林　光　男さん（５５歳）岩野目沢
小　野　チ　ヱさん（９２歳）新沢
畠　山　モ　トさん（８３歳）羽広
小笠原　清一郎さん（８５歳）東由利老方
佐々木　幸　春さん（４３歳）西目町海士剥
�　橋　ミツミさん（９２歳）西目町出戸
佐々木　ハツミさん（９１歳）西目町海士剥
佐　藤　安　雪さん（７２歳）鳥海町百宅
三　船　清太郎さん（９４歳）鳥海町小川
土　田　ヒサヲさん（８６歳）鳥海町下直根

３８

■地域密着型スポーツ文化　創造フォーラム

▽とき…１１月９日�　午後５時３０分開場　午後６時開演

▽ところ…にかほ市　ホテルエクセルキクスイ

▽内容…基調講演「夢があるから強くなる」
　　講師：日本サッカー協会会長　川淵三郎氏
　　パネルディスカッション「地域活性化へのキック
　　オフ」　　 ▽入場料…無料（入場制限の場合あり）

▽お問い合わせ…�由利青年会議所菊地さん（�２２－
　　４９４０）
■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　親子でリズム遊びを楽しんで、育児についての情報
交換を行います。

▽とき…１１月９日�、１６日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ…本荘由利広域交流センター　
　　９日は多目的ホール、１６日は子ども室となります。

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本、

▽対象…０歳から就学前までの乳幼児と保護者
※時間通りでなくとも、途中からの参加でも結構です。
気軽にご参加ください。

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■子育てサロン「なかまっ子」参加者募集

▽とき…１１月１１日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館　講堂　　 ▽参加費…無料

▽内容…自由遊び、絵本読み聞かせ、作って遊ぼう

▽対象…親と子、祖父母と孫などのほか、どなたでも

▽申し込み・お問い合わせ…１１月８日�まで市社会福
　　祉協議会本荘支所（�２４－３６３４）
■第１２回由利組合総合病院病院祭 

▽とき…１１月１１日�　午前９時～午後３時３０分 

▽ところ…由利組合総合病院１・２階

▽入場料…無料 

▽内容…職員によるサービスコーナー、展示コーナー、
　　応急処置コーナー、演奏会、即売コーナー、記念
　　公演「ブラボー中谷マジック笑」ほか

▽お問い合わせ…由利組合総合病院総務課（�２７－
　　１２００） 
■環境エネルギー講演会開催

▽とき…１１月１７日�　午後１時３０分～３時

▽ところ…本荘グランドホテル

▽内容…講演「くらしと未来・私たちの選択～環境問
　　題とエネルギーを考える」講師：科学ジャーナリ
　　スト東嶋和子氏　　 ▽入場料…無料

▽問い合わせ…東北電力㈱本荘営業所（�０７０－５７６７
　　－１７６７）
■第８回ボジョレーヌーボーとワインを楽しく飲む会
　ワインセミナーｉｎ由利本荘

▽とき…１１月１８日�　午後６時３０分～

▽ところ…本荘グランドホテル

▽講師…日本ソムリエ協会シニアソムリエ　阿部　誠氏

▽参加費…５，０００円

▽問い合わせ…佐々木さん（�携帯０９０－２６０２－５５７９
　　・自宅２８－２２４４）

※１２月１日号へ掲載希望の原稿は１１月１５日（水）が締め切りです。

■第１６回本荘由利ダブルス卓球大会

▽とき…１１月１９日�　午前９時３０分開会式・競技開始

▽ところ…市総合体育館　　 ▽種目…一般ダブルス

▽試合形式…１１点５セットマッチ（予選リーグ～決勝
　　トーナメント）

▽参加料…１人５００円（当日会場で支払い）

▽申し込み…１１月６日�まで、郵送（〒０１５－０８１７　由
　　利本荘市中町１０　㈱本間印刷所内 本荘卓球協会
　　宛）または、Ｅメール hytta2006@yahoo.co.jp へ

▽問い合わせ…篠田さん（�０９０－８６１５－４４５３）
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